
｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演

内
　
山
　
美
樹
子

一
　
は
じ
め
に

三
十
三
間
堂
創
建
に
関
わ
る
説
話
を
め
ぐ
っ
て
は
'
多
-
の
す
ぐ
れ
た
先
行

研
究
が
あ
る
｡
中
前
正
志
氏
の
　
｢
熊
野
の
閣
僚
と
柳
-
三
十
三
間
堂
創
建
説
話

(
-
)

群
に
つ
い
て
｣
と
　
｢
三
十
三
間
堂
創
建
説
話
と
因
幡
堂
｣
　
で
は
､
そ
れ
ら
の
主

要
な
も
の
に
触
れ
つ
つ
､
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
同
説
話
の
流
れ
と
研
究
の
動

向
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
｡
先
行
論
文
の
筆
頭
に
挙
げ
る
阿
部
泰
郎
氏
の
二
論

文
｢
唱
導
と
王
権
1
得
長
寿
院
供
養
説
話
を
め
ぐ
り
て
ー
｣
と
　
｢
熊
野
詣
考
-

1

r

･

▲

､

浄
機
の
境
界
を
超
え
　
(
聖
な
る
も
の
)
　
へ
至
る
経
験
の
場
｣
　
そ
の
他
を
ふ
ま
え

て
､
中
前
氏
は
｢
熊
野
･
後
白
河
院
･
三
十
三
間
堂
｣
　
の
説
話
が
｢
最
も
早
-

出
て
く
る
｣
　
の
が
｢
吉
田
隆
長
『
士
口
口
伝
』
　
の
引
-
兄
定
房
に
よ
る
嘉
元
三
年

(
一
三
〇
五
)
　
二
月
六
日
の
　
｢
記
｣
　
の
中
｣
　
で
あ
り
､
｢
院
の
前
生
は
熊
野
本
宮

の
宮
寵
り
で
あ
っ
た
蓮
華
房
と
い
う
行
者
で
'
そ
の
遺
骨
が
滝
尻
に
あ
る
､
と

の
夢
告
を
本
宮
の
証
誠
殿
前
で
受
け
た
後
白
河
院
が
､
夢
告
通
り
の
場
所
で
遺

骨
を
得
て
帰
京
'
そ
れ
を
北
法
華
堂
に
納
め
る
と
共
に
､
蓮
華
王
院
す
な
わ
ち

三
十
三
間
堂
を
創
建
し
た
､
と
い
う
内
容
で
あ
る
｣
と
要
約
し
た
上
で
､
永
享

十
二
年
(
一
四
四
〇
)
　
の
　
『
五
重
聞
書
』
　
に
な
る
と
'
｢
蓮
華
房
の
死
骸
が
､

川
底
で
柳
に
貫
か
れ
｣
｢
柳
に
貫
か
れ
て
い
る
の
は
､
｢
頭
｣
す
な
わ
ち
閣
僚
で

あ
っ
て
､
(
中
略
)
　
そ
の
後
身
で
あ
る
後
白
河
院
｣
　
は
頭
痛
を
病
む
､
｢
こ
の

『
五
重
聞
書
』
所
載
話
の
よ
う
に
､
髄
懐
の
具
体
的
な
苦
痛
と
院
の
頭
痛
と
い

う
対
応
す
る
要
素
を
含
む
方
が
､
三
十
三
間
堂
創
建
説
話
群
の
中
で
多
数
を
占

め
る
よ
り
一
般
的
な
形
｣
　
で
あ
る
と
す
る
｡
そ
の
上
で
､
鈴
木
宗
朔
｢
熊
野
に

お
け
る
三
十
三
間
堂
伝
説
と
後
白
河
上
皇
の
観
音
信
仰
-
飛
鉢
峯
の
専
念
上
人

O

>

O

)

を
め
ぐ
っ
て
｣
､
前
田
久
子
｢
木
霊
婚
姻
譜
-
そ
の
成
立
背
景
｣
　
な
ど
を
勘
案

し
､
近
世
の
古
浄
瑠
璃
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
　
で
､
後
白
河
院
前
生
の
闇
髄
を
貫

い
て
い
る
柳
は
大
木
に
成
長
し
､
柳
の
精
が
登
場
し
､
人
間
の
妻
と
な
り
､
一

子
を
儲
け
る
が
､
｢
最
終
的
に
は
伐
り
運
ば
れ
て
三
十
三
間
堂
の
棟
木
に
さ
れ

る
｣
　
こ
と
､
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
現
行
曲
で
も
あ
る
宝
暦
十
年
(
一
七
六
〇
)

初
演
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
三
段
目
(
｢
肘
三
間
堂
棟
由
来
｣
)
　
に
そ
の
物
語
は

引
継
が
れ
､
全
国
的
に
流
布
す
る
種
々
の
説
話
と
な
る
こ
と
を
概
観
し
て
い
る
｡

右
の
概
説
に
よ
れ
ば
､
熊
野
､
後
白
河
院
前
生
､
三
十
三
間
堂
が
一
体
化
し

た
説
話
が
文
献
上
で
確
認
さ
れ
る
の
が
十
四
世
紀
､
そ
こ
に
院
の
前
生
の
髄
儀

｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



を
貫
く
柳
が
登
場
す
る
の
が
十
五
世
紀
で
あ
る
が
､
そ
の
柳
が
三
十
三
間
堂
の

棟
木
と
な
る
こ
と
､
柳
の
精
が
女
と
し
て
現
れ
､
人
間
と
契
り
子
を
儲
け
､
棟

木
と
な
る
た
め
柳
が
伐
ら
れ
､
夫
婦
親
子
の
別
れ
が
描
か
れ
る
こ
と
､
が
文
献

で
把
握
さ
れ
る
の
は
､
十
七
世
紀
の
古
浄
瑠
璃
か
ら
で
あ
る
と
'
現
時
点
で
は

み
な
さ
れ
て
い
る
｡

本
稿
は
宝
暦
十
(
一
七
六
〇
)
年
の
義
太
夫
節
人
形
浄
瑠
璃
｢
㌍
髭
鯛
舶
祇

園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
､
角
書
に
示
さ
れ
る
　
｢
三
十
三
間
堂
･
平
太
郎
縁
起
｣
､

後
に
専
ら
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
外
題
で
上
漬
さ
れ
る
部
分
の
考
察
で
あ
り
､

先
行
作
で
あ
る
古
浄
瑠
璃
諸
作
に
は
必
要
に
応
じ
言
及
す
る
が
､
そ
れ
以
前
ま

た
は
そ
れ
以
後
の
､
三
十
三
間
堂
創
建
説
話
自
体
へ
の
論
及
は
行
な
わ
な
い
｡

古
浄
瑠
璃
の
　
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
と
そ
の
改
作
に
つ
い
て
は
､
近
年
翻
刻
等

資
料
整
備
が
進
ん
だ
｡
ま
ず
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
九
に
東
大
本
｢
熊
野
権

現
開
帳
｣
　
(
刊
記
を
含
む
部
分
が
落
丁
､
出
羽
操
正
本
と
推
定
､
解
題
阪
口
弘

之
､
昭
和
五
十
六
年
刊
)
､
『
洛
東
通
芳
館
所
蔵
古
浄
瑠
璃
の
研
究
と
資
料
』
　
(
山
田

和
人
､
平
成
十
二
年
刊
､
論
文
初
出
は
昭
和
五
十
九
年
)
　
に
東
大
本
と
同
版
で

｢
延
宝
八
開
年
八
月
吉
日
　
鶴
屋
喜
右
衛
門
｣
の
刊
記
を
備
え
る
洛
東
通
芳
館

本
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
､
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
　
加
賀
按
編
』
第
1
に
天
理
本

｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
　
(
巻
頭
と
巻
末
に
そ
れ
ぞ
れ
一
丁
分
程
度
の
落
丁
が
あ
り
､

正
確
な
題
名
は
不
明
'
延
宝
九
年
五
月
以
前
､
加
賀
接
正
本
､
解
題
秋
本
鈴
史
､

平
成
元
年
刊
)
｡
現
存
す
る
　
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
出
羽
接
本
　
(
東
大
､
洛
東
)

と
加
賀
接
本
(
天
理
)
　
に
は
異
同
が
あ
る
が
､
そ
の
先
後
関
係
よ
り
む
し
ろ
延

宝
八
年
八
月
以
前
刊
の
出
羽
按
本
の
存
在
　
(
未
発
見
)
　
が
重
視
さ
れ
て
い
る
｡

四
四

二
〇
〇
二
年
『
歌
舞
伎
浄
瑠
璃
稀
本
集
成
』
下
に
信
多
純
1
氏
蔵
『
都
三
十

三
間
堂
棟
由
来
』
(
作
者
山
本
河
内
操
､
伊
藤
出
羽
按
正
本
､
沙
加
戸
弘
解
題

に
　
｢
現
段
階
で
は
､
本
作
の
上
演
は
宝
永
二
年
四
月
の
因
幡
堂
薬
師
開
帳
の
あ

て
こ
み
､
と
推
定
｣
)
　
が
翻
刻
さ
れ
た
｡
古
浄
瑠
璃
と
し
て
は
最
末
期
'
十
八

世
紀
初
期
(
宝
永
二
年
は
一
七
〇
五
年
)
　
の
出
羽
座
の
上
演
で
､
本
作
が
約
半

世
紀
後
の
豊
竹
座
初
演
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
に
与
え
た
影
響
が
き
わ
め
て
大

き
い
こ
と
は
､
戦
前
の
　
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
　
(
昭
和
七
年
､
新
潮
社
)
　
の
黒

木
勘
蔵
執
筆
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
の
項
で
､
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
｡
本
稿

で
古
浄
瑠
璃
本
文
を
引
用
す
る
際
は
､
右
に
挙
げ
た
洛
東
本
､
天
理
本
､
信
多

本
の
翻
刻
に
よ
る
｡
な
お
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
に
つ
い
て
は
『
叢
書
江
戸
文

庫
　
豊
竹
座
浄
瑠
璃
集
』
(
≡
)
　
(
解
題
伊
藤
馨
､
一
九
九
五
年
刊
)
　
に
絵
尽
を

付
し
た
翻
刻
が
あ
る
｡

二
　
　
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
先
行
研
究

三
十
三
間
堂
創
建
説
話
を
め
ぐ
る
研
究
が
多
岐
に
百
一
り
､
こ
の
題
材
を
扱
っ

た
古
浄
瑠
璃
諸
本
に
つ
い
て
も
詳
細
な
検
討
､
考
察
が
行
な
わ
れ
て
き
た
の
に

対
し
､
文
楽
､
歌
舞
伎
現
行
演
目
で
あ
る
宝
暦
十
年
十
二
月
十
一
日
豊
竹
座
初

演
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
(
現
行
外
題
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
)
自
体
を
対
象
と

し
た
研
究
は
多
-
な
い
｡
そ
の
一
つ
､
中
村
誠
｢
樹
木
信
仰
と
文
芸
-
三
十
三

o

間
堂
棟
木
由
来
を
中
心
に
ー
｣
は
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
三
段
目
と
関
連
場

面
を
､
伝
承
'
民
俗
に
留
意
し
っ
つ
論
じ
た
も
の
で
､
熊
野
の
地
､
熊
野
信
仰
､



唱
導
と
の
関
連
が
重
視
さ
れ
て
い
る
｡
｢
主
人
公
平
太
郎
の
前
生
が
柳
の
木
で

あ
る
こ
と
｣
を
注
目
し
た
点
が
､
特
に
興
味
深
い
｡

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
は
　
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
改
作
で
あ
り
､
宝

暦
十
年
初
演
か
ら
さ
ほ
ど
年
を
隔
て
て
い
な
い
時
期
に
　
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣

の
外
題
に
よ
る
京
都
竹
本
座
上
演
絵
尽
が
存
在
し
　
(
黒
石
陽
子
｢
演
劇
博
物
館

/
p
I
.
I

所
蔵
新
出
絵
尽
に
つ
い
て
｣
)
､
十
九
世
紀
以
後
は
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
外

l
T
l

題
で
､
専
ら
三
段
目
に
主
体
を
置
-
上
演
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
｡
け
れ
ど
も

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
と
い
う
浄
瑠
璃
自
体
は
時
代
物
で
あ
り
､
題
名
が
示
す

如
-
､
広
義
の
　
｢
平
家
物
語
｣
物
で
あ
る
｡
こ
の
基
本
線
に
立
脚
し
て
､
著
名

な
三
十
三
間
堂
･
熊
野
の
柳
婚
姻
譜
を
取
り
込
み
つ
つ
､
源
平
物
の
枠
組
を
保

持
す
る
浄
瑠
璃
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
作
劇
法
を
考
察
し
､
説
話
学
的
分
析

を
試
み
た
の
が
､
伊
藤
り
さ
　
｢
源
平
物
と
し
て
の
　
『
祇
園
女
御
九
重
錦
』
-
そ

､

の
浄
瑠
璃
史
的
位
置
づ
げ
を
巡
っ
て
｣
　
で
あ
る
｡
伊
藤
論
文
に
お
い
て
注
目
さ

れ
る
の
は
､
浄
瑠
璃
に
お
け
る
軍
記
物
　
(
｢
平
家
物
語
｣
を
筆
頭
と
す
る
諸
作

品
)
　
の
説
話
が
浄
瑠
璃
の
作
劇
法
と
如
何
に
関
わ
り
合
う
か
を
解
明
す
る
立
場

か
ら
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
に
お
け
る
　
｢
平
家
物
語
｣
説
話
の
検
討
を
主
と

し
､
三
十
三
間
堂
･
柳
婚
姻
説
話
の
検
討
は
従
と
し
て
扱
い
な
が
ら
､
本
来
源

平
物
と
は
無
関
係
に
生
成
さ
れ
た
三
十
三
間
堂
･
柳
婚
姻
説
話
が
､
題
名
の
示

す
｢
平
家
物
語
｣
物
､
源
平
物
の
枠
組
に
収
め
ら
れ
る
た
め
の
条
件
を
､
浄
瑠

璃
史
的
､
説
話
学
的
に
洗
い
出
し
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
　
｢
作
劇
の
仕
方
｣

論
と
な
り
得
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
｡
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
本
格
的
作
品
論

と
し
て
は
最
初
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
｡
本
稿
で
は
　
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の

全
体
像
の
把
握
に
関
し
て
は
伊
藤
論
文
に
譲
り
､
伊
藤
論
文
で
あ
え
て
従
の
扱

い
を
し
た
三
段
目
を
中
心
と
す
る
三
十
三
間
堂
･
熊
野
の
柳
婚
姻
諾
脚
色
部
分

(
発
端
､
序
切
､
三
段
目
､
通
行
(
四
段
目
冒
頭
)
､
五
段
目
)
　
の
中
で
も
､
特

に
初
段
の
発
端
･
序
切
を
と
り
上
げ
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
｢
冊
三
間
堂
棟
由

来
｣
　
い
ず
れ
の
外
題
の
上
演
に
も
含
ま
れ
得
る
本
作
の
根
幹
的
構
想
に
､
い
さ

さ
か
の
小
考
を
加
え
た
い
｡

三
　
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
発
端
･
序
切

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
は
人
形
浄
瑠
璃
全
盛
期
を
過
ぎ
た
欄
熟
期
の
作
品
で
､

二
人
の
作
者
､
若
竹
笛
窮
･
中
邑
阿
契
の
う
ち
､
中
邑
阿
契
執
筆
と
推
定
さ
れ

る
三
段
目
と
関
連
部
分
に
つ
い
て
は
､
文
章
も
舞
台
運
び
も
一
定
の
熟
達
度
が

認
め
ら
れ
る
｡
こ
の
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
部
分
は
､
枝
葉
の
筋
や
趣
向
に
は

変
化
も
あ
る
が
､
柳
の
精
が
人
間
の
女
と
変
じ
､
夫
平
太
郎
と
の
間
に
一
子
を

儲
け
た
後
､
三
十
三
間
堂
の
棟
木
と
な
る
た
め
に
も
と
の
柳
が
伐
ら
れ
､
夫
･

子
と
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
消
え
､
切
り
出
さ
れ
た
柳
の
大
木
は
夫
と
子
が
泣
-

泣
く
引
く
綱
に
引
か
れ
て
都
へ
上
る
､
と
い
う
大
筋
は
､
古
浄
瑠
璃
｢
熊
野
権

現
開
帳
｣
　
(
現
存
二
種
)
'
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
と
同
じ
で
あ
る
｡
た
と

え
ば
古
浄
瑠
璃
｢
し
の
だ
づ
ま
｣
を
竹
本
座
の
浄
瑠
璃
に
脚
色
し
た
　
｢
芦
屋
道

満
大
内
鑑
｣
　
(
一
七
三
四
年
)
　
で
､
葛
の
葉
が
二
人
登
場
す
る
､
と
い
っ
た
新

趣
向
は
本
作
に
は
な
い
｡
そ
の
点
に
留
意
し
っ
つ
､
ま
ず
古
浄
瑠
璃
と
の
関
連

が
特
に
深
い
　
｢
発
端
｣
か
ら
み
て
い
き
た
い
｡

｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



熊
野
三
山
詣
百
度
の
大
願
を
立
て
た
修
行
者
蓮
華
王
坊
は
､
既
に
九
十
九
度

の
登
山
を
果
し
､
今
一
度
で
願
が
満
て
る
こ
と
を
喜
び
つ
つ
登
山
す
る
時
､
行

場
の
谷
の
近
-
で
人
の
形
を
現
わ
し
た
柳
の
木
の
精
に
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
｡

先
年
蓮
華
王
坊
は
､
こ
の
谷
で
柳
と
柳
が
枝
を
交
し
､
夫
婦
連
理
の
語
ら
い
を

な
す
様
を
み
て
'
行
場
の
汚
れ
と
二
木
を
切
り
分
け
､
連
理
の
契
り
は
空
し
-

な
っ
た
が
､
柳
の
木
は
蓮
華
王
坊
の
唱
え
る
御
法
の
声
を
聞
い
た
功
力
で
非
情

の
巣
を
遁
れ
､
今
人
界
の
巣
を
受
け
る
｡
女
身
の
柳
は
仲
を
裂
か
れ
た
こ
と
を

恨
み
､
非
情
の
巣
を
離
れ
ず
､
王
坊
に
票
り
を
な
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
慎
む
よ

う
に
､
と
言
い
残
し
､
桃
の
木
の
魂
は
大
空
に
飛
去
り
､
中
有
に
留
っ
て
や
が

て
常
陸
の
国
債
曽
根
の
平
太
郎
と
生
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
女
身
の
柳
の
魅
入
れ

か
､
蓮
華
王
坊
に
慢
心
が
起
り
､
非
情
の
木
人
と
言
葉
を
交
す
の
も
､
自
身
の

i-m

行
力
と
満
悦
す
る
時
､
異
形
の
僧
(
絵
尽
に
天
狗
)
　
が
現
れ
｢
非
情
の
精
を
け

ま
ん

ど
し
つ
る
を
｡
我
行
徳
と
恩
ふ
慢
心
｣
　
に
汚
れ
た
身
で
山
上
は
許
さ
れ
ぬ
､
下

山
せ
よ
と
命
ず
る
が
､
魔
性
の
心
が
入
れ
か
わ
っ
た
蓮
華
王
坊
は
､
耳
に
も
か

け
な
い
｡
天
狗
は
怒
っ
て
谷
底
へ
投
げ
落
と
し
､
蓮
華
王
坊
は
柳
の
梢
に
貫
か

れ
て
死
ぬ
｡
が
修
行
の
徳
に
よ
っ
て
屍
か
ら
出
た
魂
は
､
や
が
て
後
三
条
院
第

一
の
皇
子
(
白
川
の
法
皇
)
と
し
て
出
生
す
る
｡

以
上
が
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
七
行
正
本
｢
発
端
｣
二
丁
の
あ
ら
す
じ
で
あ

る
｡
こ
の
　
｢
発
端
｣
　
の
本
文
は
､
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
冒
頭
の
場
を
､

文
章
を
や
や
刈
り
込
む
方
向
で
わ
ず
か
に
修
訂
し
た
も
の
で
､
｢
熊
野
権
現
開

帳
｣
　
に
は
こ
の
場
は
な
い
｡
但
し
加
賀
操
本
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
　
で
は
､
第
≡

に
因
幡
薬
師
平
等
寺
じ
っ
ざ
う
あ
じ
や
り
が
院
参
し
､
後
白
川
上
皇
の
前
生
に

四
六

つ
い
て
の
夢
告
を
奏
問
す
る
と
こ
ろ
で
､
上
皇
の
前
生
蓮
華
王
坊
の
死
を
｢
九

十
九
□
□
さ
ん
け
い
し
今
一
度
に
て
ま
ん
し
ん
き
ざ
し
｡
た
ち
ま
ち
ま
だ
う
に

お
ち
さ
せ
給
ひ
天
ぐ
の
た
め
に
ロ
ロ
か
れ
｡
柳
の
こ
ぼ
く
に
つ
き
つ
ら
ぬ
か
れ

て
う
せ
給
ふ
｡
｣
と
説
明
す
る
｡
前
後
の
文
脈
も
　
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣

冒
頭
に
近
い
が
､
た
だ
柳
の
精
の
話
は
出
て
こ
な
い
｡
出
羽
操
本
第
三
の
ほ
ぼ

同
じ
箇
所
で
は
因
幡
薬
師
如
来
自
身
の
言
葉
と
し
て
蓮
華
王
坊
の
罪
を
｢
今
一

と
に
及
ひ
て
ま
ん
し
ん
き
さ
す
ゆ
へ
に
よ
り
､
天
ま
は
し
ゆ
ん
の
心
に
入
り
し

き
よ
-
に
ま
よ
ひ
､
ご
ん
げ
ん
の
御
は
つ
と
う
か
う
む
り
､
｣
と
小
異
が
あ
る

が
､
や
は
り
柳
の
精
は
出
て
こ
な
い
｡

｢
都
一
二
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
は
古
浄
瑠
璃
末
期
の
作
で
'
口
語
や
歌
舞
伎
狗

言
い
廻
し
が
不
用
意
に
混
入
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
､
構
成
面
か
ら
も
､
決
し
て

佳
作
と
は
言
え
な
い
が
'
こ
の
冒
頭
部
だ
け
は
､
約
半
世
紀
後
の
､
演
劇
的
に

発
展
を
遂
げ
た
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
流
用
で
き
る
引
締
っ
た
一

段
で
､
文
章
も
他
の
段
と
は
異
質
の
感
が
あ
る
｡

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
に
戻
っ
て
､
｢
発
端
｣
　
に
続
き
定
型
序
詞
を
具
え
た
大

序
｢
祇
園
大
社
の
段
｣
､
白
川
の
法
皇
､
祇
園
女
御
､
摂
政
師
実
､
平
忠
盛
､

源
義
親
､
太
宰
師
季
仲
､
武
者
所
時
澄
ら
が
登
場
す
る
｡
祇
園
女
御
を
題
名
に

掲
げ
た
本
作
で
は
､
中
世
以
来
の
伝
承
を
受
け
た
古
浄
瑠
璃
ま
で
の
帝
王
後
白

川
法
皇
　
(
上
皇
)
　
が
､
白
川
法
皇
へ
と
代
が
遡
る
｡
大
序
の
筋
は
主
と
し
て
二

段
目
へ
の
仕
込
み
と
な
る
が
､
主
要
な
人
物
は
次
の
序
切
に
も
登
場
す
る
｡

大
序
の
終
り
の
大
三
重
｢
行
空
の
｣
　
に
続
-
序
切
｢
鷹
狩
の
段
｣
　
(
｢
柳
が
も

と
の
段
｣
と
も
)
　
の
本
文
は
､
｢
前
キ
の
世
の
｡
契
り
を
麦
に
｡
三
熊
野
の
｡



き

し

ね

お

い

し

げ

や

す

み

だ

て

り

う

谷
の
岸
根
に
生
茂
る
柳
が
｡
本
ト
の
休
床
女
主
ジ
の
作
姿
｡
(
中
略
)
　
お
柳

(
-
)

く
と
名
も
高
し
｡
｣
　
と
女
主
人
公
お
柳
の
紹
介
で
始
ま
る
｡
利
発
で
美
し
い

女
が
､
人
里
離
れ
た
熊
野
山
中
の
柳
の
下
で
一
人
茶
店
を
営
ん
で
い
る
､
と
い

う
着
想
が
'
舞
台
上
で
は
そ
れ
な
り
に
小
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
つ
｡

お
柳
が
悪
党
和
田
四
郎
を
追
い
払
う
件
に
続
き
､
敵
役
季
仲
､
時
澄
の
登
場
､

た

か

が

り

あ

ま

た

三
ノ
切
で
女
主
人
公
が
｢
季
仲
が
鷹
狩
に
鷹
の
足
緒
の
か
～
り
し
時
｡
数
多
の

く

ず

か

れ

C

S

)

て

が

ら

武
士
に
切
崩
さ
れ
既
に
枯
な
ん
其
時
に
｡
お
前
が
一
卜
矢
の
手
柄
故
鷹
を
助
ケ

て
葉
柳
の
｡
枝
に
さ
は
り
も
｣
と
回
想
す
る
場
面
と
な
る
｡
古
浄
瑠
璃
で
は
鷹

狩
の
主
は
立
役
方
､
本
作
で
は
敵
役
方
､
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
､
参
詣
で
通

り
か
か
っ
た
平
太
郎
が
､
柳
の
枝
に
纏
わ
る
鷹
の
足
縄
を
射
切
り
､
鷹
と
柳
を

助
け
る
筋
は
古
浄
瑠
璃
以
来
で
あ
る
｡
但
し
平
太
郎
が
母
を
背
負
っ
て
登
場
す

る
と
こ
ろ
が
､
作
中
に
平
太
郎
の
母
が
登
場
し
な
い
古
浄
瑠
璃
と
の
違
い
で
､

こ
の
母
が
､
武
者
所
時
澄
の
問
わ
ず
語
り
の
高
言
か
ら
､
時
澄
を
夫
の
敵
と
知
っ

て
切
り
つ
け
る
の
を
､
平
太
郎
が
母
の
狂
気
と
言
い
繕
い
､
時
澄
も
編
さ
れ
て

立
去
り
､
敵
討
は
五
段
目
の
最
後
ま
で
延
ば
さ
れ
る
､
と
い
う
展
開
は
､
平
太

郎
の
敵
討
が
作
中
の
前
半
部
で
終
了
す
る
古
浄
瑠
璃
と
は
大
き
-
異
な
る
｡

平
太
郎
が
敵
討
を
回
避
し
た
の
は
､
こ
こ
で
自
分
が
斬
り
死
に
し
母
を
路
頭

に
迷
わ
せ
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
た
め
で
あ
る
｡
親
子
が
不
運
を
嘆
き
合
う
様
を
､

茶
店
の
お
柳
が
同
情
し
､
母
に
1
休
み
す
る
よ
う
に
と
店
の
奥
に
誘
い
､
平
太

郎
も
女
主
の
情
け
に
感
謝
し
っ
つ
､
柳
の
本
で
つ
い
一
睡
り
す
る
｡
如
何
に
人

の
情
け
に
心
が
和
ん
だ
と
は
い
え
､
千
載
一
遇
の
敵
討
の
機
を
逃
し
た
直
後
に
､

武
士
が
眠
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
と
'
ド
ラ
マ
の
常
識
か
ら
は
疑
問
が
起
こ
る
が
､

舞
台
に
居
残
っ
た
人
物
が
一
睡
す
る
時
､
主
人
公
が
真
の
姿
で
現
れ
る
と
い
う

夢
幻
能
の
手
順
を
､
直
接
能
の
舞
台
を
見
て
い
な
-
と
も
､
潜
在
意
識
下
で
諒

C
3
>

解
し
て
い
る
近
世
の
観
客
に
と
っ
て
､
そ
の
点
の
違
和
感
は
少
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
｡

蝣
f
-
'

.
'
蝣

｢
糸
よ
り
か
け
て
白
露
の
｡
玉
に
も
ぬ
け
る
青
柳
の
｡
二
世
の
継
に
ひ
か
れ

あ
た
り
そ
ば
し
づ
く

-
る
｡
お
柳
は
辺
見
廻
し
て
｡
お
づ
-
ト
傍
へ
寄
り
な
が
ら
何
と
岩
も
る
露
雫
｡

申
シ
-
ト
｡
｣
作
中
で
お
柳
が
平
太
郎
に
大
事
な
話
を
す
る
時
は
､
二
度
と
も

平
太
郎
の
夢
中
､
ま
た
は
夢
覚
め
の
時
で
あ
る
｡
お
柳
は
平
太
郎
に
独
身
か
と

問
い
､
1
緒
に
母
様
に
孝
行
し
た
い
と
言
い
､
平
太
郎
も
喜
び
､
母
が
立
出
て

盃
を
交
さ
せ
､
三
人
は
奥
へ
入
る
｡

白
川
法
皇
が
祇
園
女
御
と
と
も
に
忠
盛
を
召
連
れ
て
登
場
､
柳
の
本
の
｢
賎

が
床
凡
｣
に
腰
を
お
ろ
す
｡
以
後
の
筋
は
省
略
す
る
が
､
白
河
法
皇
の
祇
園
女

御
を
伴
な
っ
て
の
熊
野
御
幸
と
い
う
設
定
の
中
で
､
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣

の
お
家
騒
動
に
関
わ
る
視
覚
的
な
場
面
(
た
わ
め
た
柳
の
枝
を
樽
ね
て
追
手
を

死
な
せ
る
場
面
､
新
宮
の
海
辺
で
奪
わ
れ
た
姫
君
を
乗
せ
た
船
を
､
忠
臣
が
襟

を
と
っ
て
引
き
戻
す
場
面
)
を
無
理
に
取
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
'
種
々
の
不

や
う
じ

合
理
が
生
じ
た
｡
お
柳
は
法
皇
･
女
御
の
危
難
を
救
っ
た
後
､
｢
楊
枝
村
の
よ

し
み
を
便
り
｡
｣
母
と
夫
婦
の
新
居
を
営
も
う
と
い
さ
ん
で
立
去
り
､
新
宮
の

場
に
は
登
場
し
な
い
｡

｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



四
　
女
主
人
公
を
め
ぐ
っ
て

序
切
｢
鷹
狩
の
段
｣
　
に
は
､
戯
曲
と
し
て
の
合
理
性
を
欠
-
所
が
い
-
つ
か

あ
る
｡
そ
も
そ
も
法
皇
熊
野
詣
の
お
迎
い
の
役
で
あ
る
季
仲
が
､
法
皇
が
歩
み

を
運
び
得
る
辺
り
で
鷹
狩
を
し
て
い
る
設
定
か
ら
し
て
不
合
理
で
あ
る
｡
鷹
狩

は
三
十
三
間
堂
棟
由
来
の
筋
に
と
っ
て
､
古
浄
瑠
璃
以
来
不
可
欠
の
場
で
あ
ろ

う
が
､
そ
れ
を
法
皇
熊
野
御
幸
に
か
ら
ま
せ
る
と
無
理
が
際
立
つ
｡
そ
の
よ
う

な
点
か
ら
も
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
は
浄
瑠
璃
と
し
て
一
級
の
戯
曲
と
は
い

え
な
い
｡
け
れ
ど
も
初
段
の
発
端
､
序
切
か
ら
三
段
目
(
口
で
柳
を
伐
る
手
配
'

切
で
お
柳
の
夫
･
子
と
の
別
れ
)
　
ま
で
を
､
女
主
人
公
お
柳
の
物
語
に
限
っ
て

み
て
い
け
ば
､
ご
-
自
然
な
展
開
で
､
特
に
不
合
理
も
感
じ
さ
せ
な
い
｡
後
に

｢
珊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
外
題
で
独
立
し
て
演
じ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
段
の
劇
作

手
法
は
､
ウ
ェ
ル
メ
イ
ド
プ
レ
イ
的
で
あ
る
と
い
え
る
が
､
作
者
と
し
て
は
所

定
の
目
的
は
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
と
り
あ
え
ず
､
そ
の
方
向
性
に
視
点
を

合
わ
せ
て
､
女
主
人
公
お
柳
の
造
形
を
考
え
て
み
よ
う
｡

古
浄
瑠
璃
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
　
で
柳
の
女
が
平
太
郎
と
夫
婦
と
な
っ
た
の
は
､

宗
重
の
鷹
狩
で
伐
ら
れ
る
は
ず
の
柳
を
､
平
太
郎
が
鷹
の
足
縄
を
射
切
っ
て
助

(3)

け
た
､
そ
の
報
恩
の
た
め
で
あ
る
｡
宗
重
は
平
太
郎
の
射
芸
に
感
じ
召
し
抱
え
､

平
太
郎
は
宗
重
の
家
中
に
潜
む
親
の
敵
を
討
つ
が
､
敵
の
門
弟
た
ち
に
つ
け
狙

わ
れ
　
｢
か
た
山
さ
と
に
引
こ
も
り
世
を
い
と
は
ん
｣
　
(
洛
東
本
)
　
と
思
い
'
熊

野
山
中
に
入
る
が
､
追
手
が
近
づ
き
､
身
を
隠
す
所
を
探
す
と
　
｢
し
け
み
に
い

四
八

は
り
有
｣
｢
内
よ
り
二
八
計
の
女
L
や
う
立
出
｣
､
快
-
平
太
郎
を
匿
っ
た
上
､

平
太
郎
が
追
手
を
討
ち
果
す
の
を
手
助
け
L
t
　
二
人
は
夫
婦
と
な
る
｡

｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
に
も
､
柳
の
女
が
敵
に
追
わ
れ
た
清
太
郎
を
助

け
る
件
り
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
｡
け
れ
ど
も
｢
都
三
十
三
間

堂
棟
由
来
｣
　
で
は
そ
の
鷹
狩
の
場
以
前
に
､
冒
頭
の
場
で
､
清
太
郎
の
前
生
熊

野
の
棚
の
木
が
柳
の
木
と
連
理
の
枝
を
交
し
､
夫
婦
の
契
り
を
結
ん
で
い
た
｡

こ
れ
は
現
存
本
に
よ
る
限
り
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
か
ら
始
ま
っ
た
設
定

で
あ
る
｡
こ
の
冒
頭
の
劇
的
設
定
が
､
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
で
は
､
そ

の
後
の
展
開
に
は
な
ぜ
か
引
き
継
が
れ
ず
､
柳
が
夫
･
子
と
別
れ
る
愁
嘆
場
に

も
､
前
生
の
柳
と
の
契
り
の
こ
と
は
出
て
こ
な
い
｡
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣

で
冒
頭
の
場
に
据
え
ら
れ
た
ま
ま
､
劇
中
で
は
忘
れ
ら
れ
た
か
に
み
え
る
設
定

が
､
こ
の
場
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
｢
発
端
｣
　
に
持
ち
込
ん
だ
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣

で
は
､
劇
の
根
幹
的
構
想
と
し
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
(
｢
珊
三
間
望
棟
由
来
｣
)
　
で
は
女
主
人
公
お
柳
は
平
太

し

や

う

ち

か

ひ

む

す

か

り

へ

ん

郎
と
｢
先
キ
の
生
に
て
誓
た
る
契
り
を
結
ぽ
ん
其
為
に
｡
仮
に
女
の
姿
と
変
じ
｡

柳
が
本
卜
に
待
受
ケ
て
夫
婦
と
｣
な
っ
た
　
(
三
ノ
切
)
｡
季
仲
の
鷹
狩
一
件
は
､

既
に
お
柳
が
柳
の
本
で
茶
店
を
開
い
て
い
る
時
に
起
き
た
｡
も
と
よ
り
平
太
郎

が
柳
を
助
け
た
こ
と
で
､
お
柳
に
と
っ
て
平
太
郎
と
の
生
活
は
｢
其
時
の
情
の

お
ん恩

｡
送
ク
る
月
日
｣
　
で
も
あ
っ
た
が
､
報
恩
は
後
発
の
副
次
的
動
機
で
あ
る
｡

序
切
の
最
初
に
お
柳
を
紹
介
す
る
地
の
文
｢
前
キ
の
世
の
｡
契
り
を
麦
に
｡
三

熊
野
の
｣
'
ま
ど
ろ
む
平
太
郎
を
ゆ
り
起
こ
し
て
求
婚
す
る
時
の
地
の
文
｢
二

き

つ

な

し

や

う

ち

か

ひ

世
の
継
に
ひ
か
れ
-
る
｣
､
そ
し
て
三
ノ
切
の
-
ど
き
　
｢
先
キ
の
生
に
て
誓
た



B
E

る
契
り
を
結
ぽ
ん
其
為
に
｣
と
､
作
者
は
柳
の
精
お
柳
が
､
前
生
以
来
の
契
り

を
全
う
す
る
た
め
に
女
と
変
じ
て
平
太
郎
と
夫
婦
に
な
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
｡

平
太
郎
の
前
生
の
柳
の
木
は
､
蓮
華
王
坊
の
唱
え
る
御
法
の
功
徳
に
よ
っ
て

人
界
の
巣
を
受
け
た
が
､
王
坊
に
よ
っ
て
連
理
の
仲
を
裂
か
れ
た
こ
と
を
恨
む

柳
の
木
は
非
情
の
栗
を
離
れ
ず
､
草
木
の
ま
ま
と
り
残
さ
れ
た
｡
蓮
華
王
坊
に

慢
心
を
起
こ
さ
せ
非
業
の
死
を
遂
げ
さ
せ
た
の
も
､
女
身
の
柳
の
魅
入
れ
に
よ

つ
よ

る
ら
し
い
　
(
｢
柳
の
見
入
強
か
り
け
ん
｣
)
｡
柳
は
誘
惑
す
る
女
身
､
罪
あ
る
女

身
で
あ
り
､
そ
の
草
木
の
生
を
変
え
ぬ
ま
ま
で
人
間
の
姿
を
と
り
､
平
太
郎
と

柳
の
前
生
か
ら
の
契
り
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
執
念
深
い
女
で
あ
る
　
-
　
と
筋
立

て
の
上
か
ら
は
思
わ
れ
か
ね
な
い
｡
け
れ
ど
も
序
切
以
後
の
お
柳
に
は
'
作
品

を
読
む
限
り
で
も
'
永
年
舞
台
で
見
て
き
た
印
象
か
ら
も
､
そ
う
い
う
執
念
深

さ
や
暗
惨
さ
は
全
-
な
い
｡
自
ら
が
柳
の
精
で
あ
る
こ
と
も
､
白
川
法
皇
前
生

の
闇
髄
が
梢
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
が
､
法
皇
の
危
難
を
救

い
､
｢
土
も
草
木
も
君
が
代
に
住
こ
そ
深
さ
御
恩
ン
な
れ
｣
と
国
愚
を
謝
し
､

法
皇
の
命
に
よ
り
柳
が
三
十
三
間
堂
の
棟
木
と
な
る
た
め
に
伐
ら
れ
る
こ
と
も

む

な

ぎ

た

へ

の

り

｢
二
千
の
棟
と
成
ル
事
も
｡
1
　
つ
は
妙
な
る
法
の
縁
｣
と
受
入
れ
る
｡
信
心
深

い
平
太
郎
と
の
縁
に
よ
っ
て
'
柳
の
女
身
も
浄
化
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡

と
も
か
く
｢
発
端
｣
と
序
切
以
後
で
柳
の
精
の
性
格
な
い
し
心
理
が
変
化
す
る

こ
と
が
､
劇
と
し
て
の
統
一
感
を
乱
す
こ
と
に
は
､
少
し
も
な
ら
な
い
｡

但
し
お
柳
に
は
､
念
願
通
り
前
生
の
棚
で
あ
る
平
太
郎
と
夫
婦
に
な
り
､
子

を
儲
け
､
姑
と
も
睦
じ
く
､
仕
合
せ
に
暮
し
て
は
い
て
も
､
白
身
は
非
情
の
巣

を
離
れ
ず
､
夫
と
同
じ
人
間
の
生
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
憂
い
が

心
底
に
あ
る
｡
こ
の
ボ
タ
ン
の
か
け
違
い
の
悩
み
は
､
最
初
の
設
定
が
同
じ
で

あ
る
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
柳
の
妻
に
は
見
ら
れ
な
い
　
｢
祇
園
女
御
九

重
錦
｣
　
(
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
)
　
の
女
主
人
公
の
み
が
持
つ
性
根
で
あ
る
｡
そ

う
い
う
性
根
は
あ
り
な
が
ら
､
柳
の
本
に
熊
野
道
者
を
憩
わ
せ
る
茶
屋
の
女
主

と
し
て
登
場
す
る
お
柳
は
､
山
里
の
人
気
者
で
､
明
る
く
初
々
し
い
｡
古
浄
瑠

璃
で
は
､
敵
討
の
遺
恨
か
ら
討
手
に
追
わ
れ
､
熊
野
山
中
に
隠
れ
場
を
求
め
た

平
太
郎
　
(
清
太
郎
)
　
の
前
に
､
跳
え
た
よ
う
に
庵
と
若
い
女
が
現
れ
る
が
､

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
お
柳
は
､
近
世
的
な
茶
店
の
美
し
い
女
主
と
し
て
登

場
す
る
こ
と
で
'
古
浄
瑠
璃
以
来
の
女
主
人
公
の
イ
メ
ー
ジ
を
､
鮮
か
に
転
換

(3)

さ
せ
た
と
い
っ
て
よ
い
｡

柳
の
精
の
夫
平
太
郎
の
前
生
は
柳
の
木
で
あ
っ
た
､
と
い
う
着
想
は
､
現
存

浄
瑠
璃
で
は
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
に
は
じ
ま
り
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣

で
劇
的
契
機
と
し
て
発
展
を
遂
げ
る
｡
古
来
､
熊
野
詣
に
お
い
て
は
､
仏
教
的

に
は
今
生
の
罪
障
消
滅
､
後
世
安
楽
と
と
も
に
､
前
生
の
罪
障
消
滅
が
願
わ
れ

ォ
)

る
　
(
五
来
垂
『
熊
野
詣
』
)
　
の
で
､
数
あ
る
前
生
閣
僚
譜
の
中
で
､
後
白
河
法

皇
の
熊
野
の
前
生
閣
僚
雷
が
定
着
し
た
の
も
､
そ
の
環
境
か
ら
､
自
然
な
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
｡

後
白
河
法
皇
の
前
生
髄
牒
譜
は
十
七
世
紀
の
古
浄
瑠
璃
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣

か
ら
扱
わ
れ
る
が
十
八
世
紀
の
　
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
と
　
｢
祇
園
女
御
九

重
錦
｣
　
で
は
､
こ
れ
に
加
え
て
柳
の
妻
の
夫
平
太
郎
の
前
生
が
棚
の
木
で
あ
っ

た
と
語
ら
れ
る
｡
｢
桃
は
熊
野
の
神
木
｣
と
す
る
歴
史
は
古
-
(
中
村
誠
｢
樹

木
信
仰
と
文
芸
-
｢
三
十
三
間
堂
棟
木
由
来
｣
を
中
心
に
-
｣
)
､
平
太
郎
の
前

｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



生
雷
は
､
こ
の
熊
野
信
仰
と
深
-
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
五
来
氏
や
中
村
氏

が
三
十
三
間
堂
棟
由
来
劇
の
基
底
と
す
る
唱
導
の
面
影
は
､
文
楽
現
行
曲
の

｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
に
も
　
(
特
に
三
ノ
切
ノ
ー
カ
ッ
ト
上
演
の
場
合
)
　
確
か

に
認
め
ら
れ
る
｡

し
か
し
､
柳
の
木
と
他
の
草
木
と
の
婚
姻
と
前
生
を
語
る
劇
が
､
熊
野
の
地

固
有
の
､
ま
た
は
日
本
固
有
の
も
の
､
と
い
う
こ
と
で
は
､
も
と
よ
り
な
い
｡

五
　
元
曲
『
岳
陽
楼
』
･
『
城
南
柳
』

元
曲
に
『
岳
陽
楼
』
及
び
そ
の
改
作
『
城
南
柳
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
｡
題

目
正
名
は
､
前
者
が
｢
郭
上
竃
讐
赴
蛋
虚
殿
　
呂
洞
賓
三
酢
岳
陽
模
｣
後
者
が

｢
岳
陽
模
自
造
仙
家
酒
　
蔵
東
涯
待
遇
垂
給
曳
　
西
王
母
重
餐
天
上
桃
　
呂
洞

賓
三
度
城
南
柳
｣
｡

『
城
南
柳
』
　
(
谷
子
敬
作
)
　
は
東
洋
文
庫
『
元
曲
五
種
』
　
(
池
田
大
伍
訳
･
田

中
謙
二
補
注
)
　
に
訳
が
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
『
岳
陽
楼
』
(
馬
致
遠
作
)
　
に
つ
い

(2)

て
は
中
国
俗
文
学
研
究
会
会
読
に
よ
る
｢
元
劇
『
岳
陽
楼
』
注
釈
｣
が
あ
る
｡

筆
者
は
『
元
曲
五
種
』
及
び
林
雪
光
｢
｢
元
曲
選
｣
百
種
曲
の
梗
概
と
解
説
｣

(
1
6
)

(
4
と
1
 
1
)
　
に
よ
っ
て
こ
の
二
作
に
接
し
､
『
岳
陽
楼
』
に
つ
い
て
は
､
中
華
書

局
版
『
元
曲
選
』
第
二
冊
と
林
雪
光
氏
の
梗
概
と
を
不
十
分
な
が
ら
つ
き
合
わ

せ
た
上
で
'
専
ら
早
稲
田
大
学
文
学
部
講
師
川
浩
二
氏
の
御
教
示
を
受
け
て
概

要
を
把
握
し
た
｡
｢
元
劇
『
岳
陽
楼
』
注
釈
｣
も
参
照
し
た
｡

二
作
と
も
元
曲
の
神
仙
劇
で
､
仙
人
呂
洞
賓
が
『
岳
陽
楼
』
　
で
は
柳
と
白
梅

五
〇

を
､
『
城
南
柳
』
　
で
は
柳
と
桃
を
､
度
脱
さ
せ
仙
境
に
人
ら
し
め
る
ま
で
の
物

語
で
あ
る
｡
大
筋
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
､
ま
ず
原
作
『
岳
陽
楼
』
　
に

つ
い
て
､
前
掲
資
料
や
教
示
に
基
き
､
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
｡

第
一
折
､
洞
庭
湖
畔
の
岳
陽
楼
の
下
に
千
百
余
年
を
経
た
老
柳
樹
が
あ
り
､

楼
下
で
は
酒
屋
が
店
を
開
い
て
い
る
｡
仙
人
呂
洞
賓
(
次
の
引
用
で
は
正
末
｡

主
役
)
　
は
､
こ
の
辺
に
神
仙
た
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
見
て
下
界
へ
来
り
､
岳

陽
楼
上
で
酒
を
飲
ん
で
一
睡
す
る
｡
酒
屋
が
こ
の
辺
に
は
妖
精
(
妖
怪
)
　
が
出

る
と
言
い
､
店
を
し
ま
い
に
下
り
て
い
っ
た
後
､
老
柳
の
精
が
現
れ
､
杜
康
廟

前
の
白
梅
が
崇
り
を
す
る
の
で
見
廻
り
に
来
た
と
言
い
､
仙
人
呂
洞
賓
に
気
付

い
て
恐
憾
す
る
｡

(
呂
)
　
〔
せ
り
ふ
〕
　
老
柳
よ
､
そ
ち
は
わ
し
に
つ
い
て
出
家
い
た
せ
｡

〔
柳
せ
り
ふ
〕
　
お
師
匠
さ
ま
の
ご
教
訓
を
い
た
だ
き
ま
し
た
上
は
､
ど
う

か
お
師
匠
様
に
つ
い
て
出
家
い
た
し
た
-
存
じ
ま
す
｡
さ
れ
ど
わ
た
-
L

は
土
木
よ
り
な
る
す
が
た
､
ま
だ
人
の
体
も
得
て
お
り
ま
せ
ぬ
､
い
か
で

仙
人
と
な
れ
ま
し
ょ
う
か
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕
　
そ
ち
が
言
う
の
も
も
っ
と

も
｡
土
木
の
身
に
し
て
､
人
の
体
を
得
て
お
ら
ね
ば
､
昇
仙
は
難
し
い
｡

そ
こ
で
老
柳
よ
､
よ
-
聞
け
､
そ
ち
は
こ
の
下
の
岳
陽
楼
の
そ
ば
で
茶
を

商
う
郭
家
に
行
っ
て
男
の
身
と
な
り
､
郭
馬
児
と
名
乗
れ
｡
か
の
梅
花
の

精
は
賀
家
に
行
か
し
め
'
転
生
せ
し
め
て
女
の
身
と
な
し
､
そ
ち
ら
二
人

を
夫
婦
と
な
す
｡
三
十
年
の
後
に
､
わ
し
は
ふ
た
た
び
来
て
そ
ち
を
度
脱

さ
せ
て
や
ろ
う
｡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
川
浩
二
訳
)

第
二
折
､
柳
の
役
が
郭
馬
児
と
な
り
､
妻
賀
臓
梅
(
役
柄
は
旦
)
　
を
連
れ
て



登
場
o

わ
し
は
郭
馬
児
｡
こ
れ
は
我
が
つ
ま
の
賀
臓
梅
｡
こ
の
岳
陽
倭
の
下
で

茶
店
を
開
い
て
お
る
｡
南
か
ら
北
か
ら
の
ご
商
売
の
客
人
が
､
み
な
わ
し

の
茶
屋
で
茶
を
飲
む
｡
わ
が
親
が
言
う
た
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
､
三
十

年
前
に
は
､
こ
の
岳
陽
楼
の
上
で
酒
を
売
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
､
今
は
わ

し
の
代
に
め
ぐ
り
､
茶
を
商
っ
て
お
る
｡
わ
し
ら
二
人
は
夫
婦
と
な
っ
て

い
ら
い
､
も
う
数
年
が
過
ぎ
た
が
､
息
子
も
娘
も
お
ら
ぬ
｡

(
川
浩
二
訳
｡
以
下
『
岳
陽
楼
』
引
用
は
同
訳
に
よ
る
｡
)

呂
が
徐
神
翁
(
徐
福
)
　
の
舟
で
岳
陽
楼
に
来
た
｡
三
十
年
前
に
呂
は
柳
と
白

梅
を
､
1
旦
人
間
に
托
生
さ
せ
た
｡
そ
の
郭
馬
児
と
賀
臓
梅
が
営
む
岳
陽
楼
下

の
茶
店
で
､
呂
洞
賓
は
､
前
生
の
記
憶
が
な
-
､
現
在
の
暮
し
に
執
着
す
る
郭

馬
児
に
､
人
世
の
無
常
や
外
見
と
真
相
の
違
い
を
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
｡
呂
が

吐
き
出
し
た
茶
を
郭
に
飲
め
と
い
う
が
郭
は
飲
ま
な
い
｡

〔
郭
せ
り
ふ
〕
　
飲
め
ま
せ
ぬ
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕
　
賀
臓
梅
よ
､
飲
む
が
よ

い
｡
〔
旦
飲
む
こ
な
し
､
せ
り
ふ
〕
　
ご
あ
い
さ
つ
い
た
し
ま
す
､
弟
子
め

は
得
心
い
た
し
ま
し
た
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕
　
そ
ち
が
分
か
ら
ぬ
は
ず
が
な

い
､
郭
馬
児
よ
､
そ
ち
は
ま
だ
分
か
ら
ぬ
か
｡

呂
は
同
じ
も
の
の
残
り
を
改
め
て
郭
に
与
え
る
と
郭
は
醍
醐
味
だ
と
言
い
､

も
う
少
し
い
た
だ
け
ま
せ
ぬ
か
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕
　
も
う
あ
り
は
せ
ぬ
｡

〔
郭
せ
り
ふ
〕
　
ど
こ
に
行
っ
た
の
.
で
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕
　
賀
臓
梅
が
飲
ん
で

し
も
う
た
｡
〔
郭
せ
り
ふ
〕
　
飲
ん
で
ど
う
言
い
ま
し
た
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕

飲
ん
で
先
に
道
を
得
た
｡
〔
郭
せ
り
ふ
〕
　
わ
し
は
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕
　
そ
ち

は
ま
だ
道
の
わ
き
と
い
う
と
こ
ろ
じ
ゃ
｡
〔
郭
せ
り
ふ
〕
　
そ
れ
じ
ゃ
ま
る

で
柳
の
樹
で
す
な
｡
(
中
略
)
　
わ
し
は
お
師
匠
の
茶
を
飲
ん
で
何
と
､
女

房
は
お
師
匠
の
茶
を
飲
ん
で
何
と
｡
〔
正
末
せ
り
ふ
〕
　
そ
ち
は
わ
し
の
残

り
茶
を
飲
み
､
わ
し
の
供
じ
ゃ
｡
そ
ち
の
女
房
は
わ
し
の
残
り
茶
を
飲
み
､

わ
し
の
仙
境
を
と
も
に
す
る
仙
友
じ
ゃ
｡

呂
に
臓
梅
は
仙
友
'
と
言
わ
れ
て
郭
は
､
こ
の
道
士
と
妻
の
仲
を
怪
し
み
､

呂
を
打
つ
｡
呂
は
郭
に
出
家
し
､
仙
界
に
入
れ
と
勧
め
る
が
､
郭
は
聞
か
な
い
｡

模
子
､
郭
は
再
び
呂
に
出
会
い
､
出
家
せ
よ
と
い
わ
れ
､
妻
に
執
着
す
る
と

呂
は
妻
を
殺
し
て
こ
い
と
言
う
｡

第
三
折
､
郭
が
帰
宅
す
る
と
､
妾
腹
梅
が
殺
さ
れ
て
い
て
､
刀
に
詩
が
書
か

れ
洞
賓
作
と
署
名
が
あ
っ
た
｡
郭
が
呂
を
訴
え
る
と
､
仙
界
で
自
在
の
境
に
あ

る
臓
梅
の
姿
を
見
せ
る
｡
郭
は
妻
を
と
り
戻
そ
う
と
す
る
が
､
呂
は
ま
だ
悟
ら

な
い
か
と
い
う
｡

第
四
折
､
呂
は
ま
た
郭
に
出
会
い
､
お
前
を
昇
仙
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

に
わ
か
ら
な
い
の
か
と
い
う
が
､
郭
は
長
官
に
､
妻
を
殺
し
た
と
呂
を
訴
え
る
｡

し
か
し
臓
梅
が
呂
に
呼
ば
れ
て
姿
を
現
わ
す
の
で
､
郭
は
誕
告
罪
で
斬
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
｡
郭
が
呂
に
助
け
て
は
し
い
と
言
う
｡
す
る
と
漢
鐘
離
た
ち
七
仙
'

呂
洞
賓
を
加
え
て
八
仙
が
現
れ
､
呂
は
郭
に
仙
人
を
1
人
1
人
教
え
て
や
り
､

自
分
は
呂
洞
賓
と
名
乗
る
｡

〔
郭
せ
り
ふ
〕
　
ま
さ
し
-
｡
三
十
年
前
､
わ
し
は
岳
陽
楼
の
下
の
老
柳

樹
'
わ
し
の
女
房
の
賀
臓
梅
は
杜
康
廟
の
前
の
白
梅
樹
で
あ
っ
た
｡
後
に

下
界
に
托
生
し
､
夫
婦
と
な
っ
て
､
お
師
匠
様
の
三
度
の
点
化
を
受
け
て
､

｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



よ
う
や
-
正
道
に
帰
し
ま
し
た
.
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
(
　
弟
子
は

と
う
と
う
悟
り
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
｡

漢
鐘
離
が
汝
は
人
間
(
じ
ん
か
ん
)
土
木
の
物
で
あ
っ
た
が
洞
賓
を
つ
か
わ

し
て
引
度
せ
し
め
た
､
今
日
､
｢
行
満
ち
功
成
り
､
蒼
鷲
に
跨
り
登
仙
の
路
を

同
に
す
｡
｣
と
宣
し
､
郭
と
臓
梅
は
拝
礼
す
る
｡

『
岳
陽
楼
』
を
改
作
､
整
頓
し
た
　
『
城
南
柳
』
は
　
｢
元
曲
末
期
･
明
初
雑
劇

r>,C. ',

中
の
傑
作
｣
　
(
林
氏
､
梗
概
解
説
)
　
と
い
わ
れ
､
池
田
大
伍
氏
は
　
｢
造
語
椅
麗

で
､
い
わ
ば
わ
が
謡
曲
の
文
に
似
て
い
｣
る
と
す
る
　
(
『
元
曲
五
種
』
小
序
)
｡

二
作
は
大
筋
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
､
本
稿
で
留
意
す
べ
き
『
岳
陽
楼
』

と
の
違
い
も
い
く
つ
か
あ
る
｡

『
城
南
柳
』
　
の
序
幕
　
(
裸
子
)
　
で
は
､
呂
洞
賓
は
､
仙
骨
は
あ
る
が
土
木
の

柳
を
ま
ず
柳
の
精
に
し
よ
う
､
柳
に
桃
を
配
し
よ
う
と
'
幡
桃
の
種
を
植
え
る
｡

第
一
折
で
柳
と
桃
は
精
と
し
て
登
場
し
､
再
び
岳
陽
楼
を
訪
れ
た
呂
に
柳
は

｢
わ
し
は
､
い
つ
生
を
代
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
｡
｣
と
問
い
､
呂
は
｢
そ
ち
､
生
を

代
え
た
く
ば
､
老
楊
の
家
に
あ
っ
て
人
と
な
れ
｡
｣
　
(
『
元
曲
五
種
』
｡
以
下
引
用

同
)
　
と
言
い
､
桃
に
柳
に
つ
い
て
行
け
と
い
う
｡
第
一
折
後
半
で
､
柳
と
桃

(
の
精
)
　
は
上
っ
て
き
た
酒
店
の
老
楊
に
切
ら
れ
､
第
二
折
､
二
十
年
後
に
､

人
間
の
老
柳
(
老
楊
の
息
子
)
　
と
小
桃
　
(
隣
家
の
娘
)
　
の
夫
婦
と
し
て
､
呂
に

出
会
う
｡
以
後
､
『
岳
陽
楼
』
と
相
似
た
展
開
で
､
第
四
折
の
終
り
近
-
､
老

柳
は
呂
に
つ
い
て
い
っ
た
妻
小
桃
を
殺
し
道
土
呂
を
誕
告
し
た
科
で
殺
さ
れ
る

て

い

し

が
､
呂
に
　
｢
弟
子
､
今
さ
と
っ
た
か
｣
と
い
わ
れ
､
老
柳
は
目
を
開
き
､
｢
あ

あ
､
わ
し
は
も
と
'
城
南
の
柳
樹
の
精
｣
云
々
と
悟
り
､
呂
は
七
仙
を
教
え
て

五
二

や
り
'
最
後
に
西
王
母
が
登
場
し
､
登
仙
し
た
老
柳
､
小
桃
も
仙
界
の
宴
に
連

な
る
｡

『
城
南
柳
』
　
で
は
､
土
木
の
柳
-
柳
の
精
-
人
間
老
柳
1
昇
仙
と
､
段
階
が

明
瞭
に
書
き
分
け
ら
れ
､
精
か
ら
人
間
に
托
生
す
る
時
､
人
間
か
ら
昇
仙
す
る

時
に
､
一
旦
切
ら
れ
た
り
､
殺
さ
れ
た
り
し
て
い
る
点
が
合
理
的
と
も
い
え
る
｡

ま
た
『
岳
陽
楼
』
よ
り
女
性
の
出
番
が
多
い
の
で
､
華
や
か
さ
が
加
わ
る
｡

『
城
南
柳
』
　
で
柳
の
精
､
桃
の
精
は
､
以
前
の
自
身
を
記
憶
し
て
お
り
､
桃

し
ゆ

の
精
は
呂
に
､
｢
わ
ら
わ
は
も
と
仙
家
の
種
'
お
師
匠
さ
ま
､
ど
う
し
て
わ
ら

v
-
.

わ
を
こ
の
柳
と
妻
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
ぞ
｡
｣
と
不
満
を
述
べ
る
が
､
呂
は
　
｢
天

の
な
し
た
る
連
理
の
枝
｡
｣
と
､
柳
に
つ
い
て
い
く
よ
う
に
と
い
う
｡
柳
と
桃

の
精
　
(
門
前
の
老
柳
､
培
根
の
傍
の
桃
)
　
は
楼
下
の
酒
店
の
楊
(
老
楊
)
　
に
切

ら
れ
､
そ
れ
ぞ
れ
楊
家
と
隣
の
李
家
に
人
間
と
し
て
生
れ
､
前
生
の
記
憶
は
失

わ
れ
る
｡
老
楊
の
息
子
で
酒
店
を
嗣
い
だ
老
柳
は
､
第
二
折
で
登
場
し
た
時
二

十
歳
で
あ
る
が
､
生
れ
た
時
か
ら
白
髪
で
老
柳
と
呼
ば
れ
て
い
る
｡
呂
が
｢
二

十
年
前
､
わ
し
と
そ
な
た
は
会
う
た
で
は
な
い
か
｡
｣
　
と
い
う
と
､
老
柳
は

｢
わ
た
-
L
は
ち
ょ
う
ど
二
十
歳
､
な
ん
で
二
十
年
前
に
お
目
に
か
か
れ
ま
し
ょ

う
｡
こ
な
た
の
お
見
知
り
な
さ
れ
た
は
､
わ
た
-
し
の
親
の
老
楊
､
｣
と
答
え

る
｡
托
生
し
た
人
間
の
名
が
郭
馬
児
で
な
-
老
柳
で
あ
る
こ
と
､
呂
が
は
じ
め

父
老
楊
と
､
二
十
年
後
に
予
定
通
り
息
子
老
柳
と
､
会
う
､
と
い
う
設
定
に
は

留
意
し
て
お
き
た
い
｡

老
柳
と
同
年
の
妻
小
桃
は
､
夫
に
愛
さ
れ
て
い
な
が
ら
､
な
ぜ
か
も
の
を
言

わ
な
い
｡
が
呂
に
出
会
う
と
､
｢
お
師
匠
さ
ま
､
ど
う
し
て
こ
の
程
は
､
お
見



え
な
さ
り
ま
せ
な
ん
だ
｡
｣
と
､
も
の
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
､
老
柳
は

喜
ぶ
｡
呂
は
二
人
に
出
家
せ
よ
と
言
い
､
老
柳
は
ど
う
し
て
夫
婦
の
語
ら
い
を

捨
て
て
出
家
で
さ
よ
う
か
､
と
い
う
が
､
小
桃
は
呂
に
つ
い
て
家
を
出
る
｡

『
城
南
柳
』
　
の
小
桃
は
呂
洞
賓
と
会
い
､
前
生
の
､
そ
し
て
仙
界
で
の
記
憶
が

建
っ
た
の
で
､
人
界
に
何
の
未
練
も
な
-
仙
境
に
戻
る
｡
『
岳
陽
楼
』
　
で
は
人

間
の
郭
馬
児
に
も
賀
臓
梅
に
も
前
生
の
記
憶
は
な
い
が
､
膿
梅
は
呂
の
試
練
を

受
け
入
れ
て
､
呂
に
仙
友
と
認
め
ら
れ
､
第
三
折
以
後
は
仙
界
で
生
き
て
い
る
｡

『
岳
陽
楼
』
も
､
『
城
南
柳
』
も
呂
洞
賓
が
柳
を
度
脱
さ
せ
る
話
で
､
神
仙
劇
と

し
て
の
主
人
公
は
呂
洞
賓
で
あ
る
が
､
先
に
悟
っ
た
美
し
い
妻
を
追
い
､
人
間

の
生
に
執
着
L
t
　
な
か
な
か
昇
仙
で
き
な
い
柳
の
男
(
郭
馬
児
･
老
柳
)
　
は
､

劇
的
葛
藤
の
あ
る
人
物
と
も
い
え
よ
う
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
､
柳
と
梅
､
柳
と
桃

は
､
精
､
人
間
を
経
て
昇
仙
し
､
｢
方
に
才
　
(
よ
う
や
)
　
く
識
る
仙
家
の
日
月

の
長
-
し
て
､
再
び
人
間
(
じ
ん
か
ん
)
　
の
斧
斤
の
苦
を
受
け
ざ
る
こ
と
を
｡
｣

(
『
岳
陽
楼
』
訓
読
川
浩
二
)
　
と
い
う
め
で
た
い
結
末
で
終
る
｡

六
　
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
と
元
曲

『
元
曲
選
』
　
は
元
曲
が
実
際
に
作
ら
れ
た
時
代
か
ら
約
三
世
紀
半
～
二
世
紀

前
後
後
の
万
暦
四
十
四
　
(
l
六
l
六
)
年
に
､
百
種
曲
を
古
典
と
し
て
編
纂
刊

行
し
た
も
の
で
あ
る
｡
『
岳
陽
楼
』
と
改
作
『
城
南
柳
』
　
二
作
を
併
せ
て
読
む

読
者
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
い
ま
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
(
｢
祇
園
女
御
九
重

錦
｣
)
　
(
及
び
先
行
作
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
冒
頭
の
場
)
　
と
､
元
曲
『
岳

陽
楼
』
『
城
南
柳
』
を
比
べ
て
み
る
と
､
劇
の
筋
も
主
題
も
全
く
異
な
る
が
､

構
想
､
着
想
､
局
面
等
に
お
い
て
符
合
す
る
と
こ
ろ
は
､
い
く
つ
か
あ
る
｡

ま
ず
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
と
『
城
南
柳
』
で
は
､
柳
の
精
が
人
間
(
の
姿
)

と
な
っ
て
　
｢
柳
｣
と
名
乗
っ
て
い
る
｡
浄
瑠
璃
で
柳
の
妻
に
名
前
が
つ
く
の
は

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
が
は
じ
め
て
で
あ
る
｡
そ
し
て
　
｢
岳
陽
楼
｣
　
の
傍
に
老

柳
樹
が
生
え
､
楼
下
で
酒
店
が
営
ま
れ
､
『
岳
陽
楼
』
　
で
は
店
の
二
代
目
､
柳

の
精
が
転
生
し
た
郭
の
時
代
に
は
茶
店
と
な
っ
て
い
る
｡
柳
の
本
に
､
人
間

(
の
姿
)
　
と
な
っ
た
柳
の
精
お
柳
が
茶
店
を
開
い
て
い
る
局
面
は
､
元
曲
の
巧

み
な
作
り
変
え
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

お
柳
が
'
平
太
郎
自
身
に
は
記
憶
の
な
い
平
太
郎
と
の
前
生
以
来
の
契
り
を

全
う
す
る
こ
と
を
､
行
動
原
理
と
し
て
い
る
の
は
､
柳
と
梅
､
柳
と
桃
の
托
生

講
で
前
生
の
記
憶
が
見
え
隠
れ
す
る
　
『
岳
陽
楼
』
『
城
南
柳
』
　
の
構
想
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
か
｡

『
城
南
柳
』
　
で
は
老
楊
の
子
老
柳
は
､
呂
洞
賓
が
二
十
年
前
に
楊
家
に
托
生

さ
せ
た
人
間
で
あ
り
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
五
段
目
で
は
､
熊
野
権
現
本
地

阿
弥
陀
如
来
が
平
太
郎
に
､
数
十
年
後
に
新
羅
丸
　
(
親
鷲
)
　
と
し
て
生
ま
れ
､

緑
丸
の
二
代
目
平
太
郎
を
弟
子
と
す
る
と
夢
告
す
る
｡
宝
暦
十
　
(
一
七
六
〇
)

年
十
二
月
十
一
日
初
演
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
は
　
｢
翌
年
三
月
の
親
驚
五
百
回

ceo

大
遠
忌
法
要
を
あ
て
こ
ん
だ
興
行
｣
と
さ
れ
て
い
る
｡
角
書
の
　
｢
三
十
三
間
堂

/
平
太
郎
縁
起
｣
が
立
案
当
初
か
ら
骨
子
で
あ
っ
た
は
ず
の
作
で
､
わ
ざ
わ
ざ

時
代
設
定
を
､
三
十
三
間
堂
説
話
の
院
後
白
河
か
ら
祖
父
白
河
院
に
遡
ら
せ
､

転
生
欝
と
別
に
忠
盛
と
清
盛
ヽ
　
平
太
郎
と
二
代
目
平
太
郎
と
､
二
代
に
亘
る
構

｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



想
が
立
て
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
に
､
二
十
年
後
､
三
十
年
後
を
予
告
す
る
元
曲

の
影
響
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
｡

以
上
は
　
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
に
お
け
る
構
想
と
　
『
岳
陽
楼
』
『
城
南
柳
』

と
の
接
点
で
あ
る
が
､
そ
れ
以
上
に
問
題
と
な
る
の
が
'
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣

発
端
に
､
は
ば
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
ら
れ
た
　
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
冒
頭

部
分
と
元
曲
と
の
関
係
で
あ
る
｡
神
仙
な
い
し
得
度
に
近
い
段
階
に
達
し
っ
つ

あ
る
行
者
と
､
樹
木
の
精
が
'
托
生
､
転
生
を
め
ぐ
っ
て
言
葉
を
交
す
｡
柳
の

精
(
元
曲
)
　
ま
た
は
柳
の
精
(
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
)
　
に
と
っ
て
､
そ
の

神
仙
や
行
者
は
､
人
間
へ
の
托
生
に
与
っ
て
力
が
あ
る
｡
柳
の
精
と
白
梅
の
精
･

桃
の
精
　
(
元
曲
)
'
棚
の
精
と
柳
の
精
　
(
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
)
　
は
夫
婦

で
あ
り
､
｢
連
理
の
枝
｣
　
(
『
城
南
柳
』
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
)
　
の
仲
で
あ

る
｡
『
岳
陽
楼
』
　
で
柳
の
精
は
白
梅
の
精
が
禁
り
を
な
す
と
呂
洞
賓
に
言
い
､

｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
で
人
間
に
転
生
し
よ
う
と
す
る
柳
の
精
は
､
蓮
華

王
坊
に
女
身
の
柳
が
崇
り
を
な
す
の
で
用
心
す
る
よ
う
に
､
と
告
げ
る
｡
柳
は

人
間
の
巣
を
得
る
が
､
柳
は
非
情
の
栗
を
離
れ
な
い
こ
と
が
｢
都
三
十
三
間
堂

棟
由
来
｣
冒
頭
で
語
ら
れ
る
｡
一
方
､
元
曲
で
は
柳
と
梅
　
(
『
岳
陽
楼
』
)
､
柳

と
桃
(
『
城
南
柳
』
)
　
は
､
土
木
･
精
･
人
間
･
昇
仙
と
い
う
段
階
を
踏
む
こ
と

(3)

に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
｡
た
だ
『
岳
陽
楼
』
『
城
南
柳
』
と
も
､
妻
の
梅
･

桃
が
先
に
悟
り
仙
境
に
入
り
､
夫
の
柳
が
妻
に
執
着
し
て
､
な
か
な
か
昇
仙
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
､
棚
と
柳
が
生
を
隔
て
る
こ
と
に
な
る
｢
都
三
十
三
間
堂
棟

由
来
｣
　
の
設
定
と
重
な
る
面
が
あ
る
と
も
い
え
る
｡

元
曲
『
岳
陽
楼
』
『
城
南
柳
』
　
二
曲
を
知
っ
た
当
初
､
筆
者
は
自
身
の
専
攻

五
四

か
ら
､
専
ら
　
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
　
と
の
関
わ
り
を

考
え
た
｡
古
浄
瑠
璃
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
に
関
心
は
あ
っ
た
が
､
読
ん

で
い
な
か
っ
た
の
で
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
発
端
､
柳
の
精
が
蓮
華
王
坊
に

托
生
を
語
る
件
り
を
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
作
者
で
教
養
あ
る
僧
侶
と
さ

(S)

れ
る
中
邑
阿
契
の
筆
に
成
る
も
の
と
想
定
L
t
　
こ
の
構
想
に
元
曲
の
何
ら
か
の

影
響
を
認
め
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
｡
が
翻
刻
さ
れ
た
　
｢
都
三
十
三
間

堂
棟
由
来
｣
　
に
よ
り
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
発
端
が
ほ
ぼ
古
浄
瑠
璃
｢
那

三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
冒
頭
の
場
の
流
用
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
｡
人
形
遣
い

系
作
者
山
本
河
内
橡
の
､
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
　
に
視
覚
本
位
の
見
せ
場
を
加
え
､

口
語
や
歌
舞
伎
的
せ
り
ふ
を
混
入
さ
せ
る
作
風
か
ら
､
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由

来
｣
　
に
元
曲
の
影
響
を
云
々
す
る
の
も
場
違
い
に
思
わ
れ
た
｡

冒
頭
の
場
が
､
文
体
等
､
や
や
他
の
段
と
異
質
で
あ
る
　
(
先
述
)
　
と
し
て
も
､

こ
の
場
は
柳
と
柳
を
夫
婦
と
す
る
熊
野
の
古
い
伝
承
を
出
羽
座
が
と
り
入
れ
た

も
の
か
､
と
も
思
っ
て
み
た
が
へ
し
か
し
出
羽
座
の
先
行
曲
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣

に
も
､
紀
州
出
身
の
加
賀
接
の
　
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
　
に
も
､
そ
う
い
う
話
は
見

な
ぎ

え
な
い
｡
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
三
ノ
切
の
終
局
部
で
は
､
｢
柳
と
柳
と
契
り
た

や

う

i

)

め

う

と

う

き

る
連
理
返
り
や
楊
枝
村
｡
女
夫
坂
連
今
も
猶
｡
い
ひ
伝
へ
た
る
物
語
｡
憂
を
｡

み

む

な

ぎ

ゆ

ら

い

げ

に

い

ん

ゑ

ん

深
山
や
三
熊
野
の
｡
柳
の
棟
の
由
来
は
実
｡
此
因
縁
と
し
ら
れ
た
り
｣
と
あ
る

が
､
約
半
世
紀
前
の
　
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
を
熟
読
し
て
い
る
作
者
の
レ

ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の
　
｢
連
理
返
り
｣
　
や
｢
女
夫
坂
｣
を
､
ど
こ
ま
で
現
実
の
熊

野
伝
承
と
結
び
つ
け
得
る
か
は
疑
問
で
､
事
実
現
地
を
よ
-
知
り
､
熊
野
関
係

文
献
を
博
捜
し
て
書
か
れ
て
い
る
鈴
木
宗
朔
｢
熊
野
に
お
け
る
三
十
三
間
堂
伝



説
と
後
白
河
上
皇
の
観
音
信
仰
｣
　
で
も
｢
柳
の
所
在
地
を
熊
野
の
歴
史
と
地
理

か
ら
限
定
の
手
が
か
り
は
皆
無
に
近
く
､
楊
枝
村
へ
の
定
着
時
期
は
浄
瑠
璃
と

マ
マ

し
て
は
完
成
段
階
の
　
｢
祇
園
女
御
九
重
桜
｣
　
に
お
い
て
で
あ
っ
た
｡
｣
　
と
し

(
な
お
楊
枝
村
は
平
太
郎
お
柳
夫
婦
の
家
の
住
所
､
｢
柳
の
所
在
地
｣
は
そ
の
住

所
の
　
｢
次
の
宿
ク
｣
と
作
中
で
は
記
さ
れ
て
い
る
)
､
｢
連
理
返
り
｣
｢
女
夫
坂
｣

に
は
触
れ
て
い
な
い
｡
｢
連
理
返
り
｣
と
音
が
通
じ
得
る
地
名
｢
で
ん
し
帰
り
｣

(
も
と
　
｢
宣
旨
帰
り
｣
)
　
に
つ
い
て
の
記
述
で
も
､
こ
の
点
に
は
触
れ
て
い
な

(8)い
｡
仮
に
宝
暦
頃
の
熊
野
に
そ
う
い
う
地
名
伝
説
が
あ
っ
た
と
し
て
も
､
そ
れ

が
十
八
世
紀
初
期
の
　
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け
て

い
な
い
､
と
は
言
い
難
い
｡

浄
瑠
璃
に
お
け
る
柳
と
柳
の
夫
婦
講
の
､
文
献
上
の
起
点
を
｢
都
三
十
三
間

堂
棟
由
来
｣
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
､
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
　
｢
作

者
山
本
河
内
操
｣
　
の
作
風
が
元
曲
に
は
縁
遠
-
思
わ
れ
る
こ
と
と
'
冒
頭
の
場

の
執
筆
者
の
問
題
と
は
､
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡
冒
頭
の

場
の
漢
語
の
多
い
引
締
っ
た
文
語
調
は
､
他
の
段
と
は
異
質
で
あ
り
､
前
述
の

通
り
筋
の
上
で
も
柳
と
柳
の
物
語
は
孤
立
し
､
こ
の
場
を
切
り
離
し
て
､
約
半

世
紀
後
の
浄
瑠
璃
に
流
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
｡
こ
こ
は
山
本
河
内
操
の

｢
作
｣
を
助
け
た
協
力
者
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
｡
そ
の
協
力
者
は
､

漢
籍
(
中
国
文
学
)
　
に
興
味
が
あ
り
､
作
者
河
内
操
に
､
他
の
箇
所
で
も
助
言

を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

柳
の
妻
の
子
別
れ
は
､
古
浄
瑠
璃
二
作
(
三
種
)
　
と
も
第
三
に
お
か
れ
て
い

げ
ん
す
い
ら

る
が
､
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
で
は
子
別
れ
の
-
ど
き
の
中
に
　
｢
涜
水
羅

も

ん

か

い

へ

ん

か

へ

る

り

う

で

う

う

ら

み

ひ

い

て

け

い

た

い

い

た

る

紋
海
燕
回
｡
柳
儒
恨
を
牽
刑
台
に
到
｡
｣
と
い
う
漢
詩
が
､
挿
入
さ
れ
る
｡
浄

瑠
璃
の
女
の
く
ど
さ
と
し
て
は
や
や
異
色
で
､
河
内
操
が
思
い
つ
い
た
引
用
と

は
考
え
難
い
｡

よ

す

で

ま
た
問
題
の
冒
頭
部
､
前
生
講
の
あ
と
｢
代
か
は
り
既
に
ほ
し
う
つ
～
て
｡

し
ゃ
ば
わ
う
ら
い
の
物
が
た
り
む
か
し
-
1
は
｣
　
で
　
｢
大
三
重
｣
が
入
り
｢
か

-
と
な
ん
｡
｣
か
ら
湯
浅
家
の
場
に
な
る
が
､
そ
の
マ
ク
ラ
は
　
｢
き
く
な
ら
く

し

ん

し

ゆ

ふ

く

秦
の
徐
福
此
く
に
来
る
｡
｣
と
は
じ
ま
る
｡
熊
野
を
舞
台
と
す
る
作
品
に
徐
福

の
説
話
が
引
か
れ
る
こ
と
は
､
徐
福
熊
野
説
話
の
多
さ
か
ら
､
一
般
論
と
し
て

あ
り
得
る
と
は
い
え
､
こ
の
作
で
湯
浅
家
の
紹
介
に
､
別
に
徐
福
が
必
要
な
訳

で
は
な
い
｡
一
方
『
岳
陽
楼
』
第
二
折
､
三
十
年
前
､
人
間
に
托
生
さ
せ
た
柳
､

白
梅
を
度
脱
さ
せ
る
べ
-
､
岳
陽
楼
を
訪
れ
る
呂
洞
賓
を
､
舟
に
乗
せ
て
き
た

の
が
徐
神
翁
　
(
徐
福
)
　
で
あ
る
こ
と
は
､
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
冒
頭
前

生
雷
に
続
-
第
二
場
に
､
徐
福
の
名
が
引
か
れ
る
こ
と
と
無
関
係
で
あ
ろ
う
か
｡

近
世
に
お
け
る
『
元
曲
選
』
受
容
の
例
と
し
て
は
､
張
哲
俊
氏
が
｢
能
楽
と

∴
∵

宋
元
雑
劇
と
仏
教
｣
　
に
挙
げ
る
『
折
た
-
柴
の
記
』
宝
永
三
　
(
一
七
〇
六
)
　
年

三
月
十
六
日
以
後
に
､
後
に
六
代
将
軍
と
な
る
徳
川
家
宣
の
　
｢
異
朝
雑
劇
の
事

し
る
せ
し
も
の
や
あ
る
｣
と
の
質
問
に
対
し
て
新
井
白
石
が
　
｢
そ
れ
ら
の
物
の
､

き

た

り

さ

う

ら

ふ

げ

ん

き

よ

く

此
図
に
渡
り
来
し
も
の
も
候
な
る
｣
と
答
え
､
家
宣
の
求
め
に
応
じ
て
　
｢
元
曲

せ

ん

ま

さ

な

ほ

(

ゐ

)

(

S

3

)

選
五
十
六
巻
を
も
て
､
そ
の
九
月
六
日
に
､
正
直
し
て
ま
い
ら
せ
た
り
き
｡
｣

と
あ
る
の
が
具
体
的
で
あ
る
｡
文
脈
か
ら
み
て
宝
永
三
年
以
前
に
　
『
元
曲
選
』

は
輸
入
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
､
直
接
原
書
を
読
み
得
た
の
は
ご
-
一
部
の
知
識

層
に
限
ら
れ
る
と
し
て
も
､
百
種
中
の
作
品
に
よ
っ
て
は
書
写
さ
れ
た
り
､
内

｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



容
の
部
分
的
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
な
ど
し
て
間
接
的
受
容
範
囲
が
広
が
っ
た
こ

と
は
想
定
さ
れ
得
る
｡

同
じ
宝
永
期
に
､
漢
籍
(
中
国
文
学
)
　
に
興
味
を
持
ち
山
本
河
内
接
の
協
力

者
で
も
あ
る
人
物
が
､
元
曲
に
柳
と
他
の
樹
木
が
人
間
に
托
生
し
て
夫
婦
と
な

り
､
他
の
樹
木
が
柳
よ
り
先
に
昇
仙
に
至
る
話
が
あ
る
こ
と
を
知
り
､
出
羽
座

で
｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
が
｢
郡
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
に
改
作
さ
れ
る
際
に
､

｢
熊
野
権
現
開
帳
｣
以
来
の
蓮
華
王
坊
の
慢
心
､
堕
落
の
前
生
諺
に
こ
の
筋
を

取
り
込
ん
だ
冒
頭
の
場
を
書
き
添
え
た
の
で
は
な
い
か
｡
｢
都
三
十
三
間
堂
棟

由
来
｣
　
で
は
､
こ
の
新
し
い
設
定
は
以
後
の
展
開
に
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ

た
が
､
こ
れ
を
主
筋
の
根
幹
的
構
想
と
し
て
捉
え
直
し
た
の
が
　
｢
祇
園
女
御
九

重
錦
｣
　
(
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
)
　
で
あ
っ
た
｡
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
作
者
は
､

｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
作
者
以
上
に
『
岳
陽
楼
』
『
城
南
柳
』
　
に
関
す
る

詳
し
い
情
報
を
得
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
か
と
思
わ
れ
る
｡

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
で
女
主
人
公
の
名
を
お
柳
と
し
､
柳
の
本
で
人
間
の

姿
と
変
じ
､
茶
店
を
営
み
､
夫
平
太
郎
の
前
生
に
こ
だ
わ
り
､
夫
が
先
に
人
間

の
異
を
得
､
白
ら
は
非
情
の
巣
を
離
れ
ぬ
か
け
違
い
に
悩
む
こ
と
､
に
つ
い
て
､

作
者
中
邑
阿
契
が
､
た
だ
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
を
読
み
込
ん
で
演
劇
的

肉
付
け
を
行
な
っ
た
ま
で
で
､
元
曲
と
は
無
関
係
､
と
解
す
る
立
場
も
あ
る
で

あ
ろ
う
｡
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
冒
頭
の
場
も
､
柳
を
神
木
と
す
る
熊
野

信
仰
を
背
景
と
し
て
､
後
白
河
法
皇
髄
健
講
と
柳
の
精
の
話
を
､
有
機
的
に
結

び
つ
け
る
た
め
に
古
浄
瑠
璃
作
者
が
考
え
出
し
た
創
作
､
と
結
論
づ
け
て
典
拠

探
索
を
打
切
る
考
え
方
も
あ
ろ
う
｡

五
六

そ
の
場
合
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
(
｢
都
三
十
三
間
堂
棟
由
来
｣
冒
頭
の
場

を
含
有
す
る
)
　
と
元
曲
『
岳
陽
楼
』
『
城
南
柳
』
と
が
重
な
り
合
う
所
'
関
連

す
る
箇
所
は
､
す
べ
て
偶
然
の
符
合
､
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
偶
然
の
符
合
が

こ
れ
ほ
ど
多
い
浄
瑠
璃
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
　
と
元

曲
『
岳
陽
楼
』
『
城
南
柳
』
と
は
､
少
な
-
と
も
比
較
演
劇
的
考
察
の
興
味
深

い
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
は
､
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
｡

七
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
文
政
十
年
朱
入
り
本
に
つ
い
て

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
は
初
演
の
翌
宝
暦
十
丁
年
､
曽
根
崎
新
地
の
豊
竹
座

で
再
演
さ
れ
る
が
､
以
後
大
坂
で
は
上
演
記
録
が
な
い
｡
但
し
宝
暦
末
明
和
頃

京
都
竹
本
座
で
　
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
外
題
に
よ
る
上
演
絵
尽
が
あ
り
､
莱

質
的
に
　
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
全
段
上
演
と
思
わ
れ
る
｡

1
万
､
江
戸
や
淡
路
座
等
の
地
方
興
行
で
は
､
明
和
期
か
ら
寛
政
期
ま
で

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
外
題
で
い
-
つ
か
の
上
演
記
録
が
存
在
す
る
｡
但
し

番
付
が
現
存
す
る
の
は
寛
政
五
　
(
一
七
九
三
)
年
三
月
江
戸
肥
前
座
の
上
演
の

み
で
あ
る
｡
番
付
に
よ
れ
ば
発
端
か
ら
五
段
目
ま
で
　
(
道
行
な
し
)
　
の
丁
寧
な

上
演
で
､
｢
初
段
よ
り
五
た
ん
冒
迄
三
十
余
年
己
前
之
通
り
｣
と
も
あ
り
､
宝

暦
末
明
和
初
頃
の
同
座
上
演
も
全
通
し
で
あ
っ
た
｡
早
大
演
劇
博
物
館
蔵
辻
町

文
庫
七
行
初
版
本
に
は
五
段
冒
以
外
ほ
ぼ
全
段
に
百
7
る
節
付
け
等
書
入
れ
が
あ

り
､
三
ノ
切
も
文
政
期
改
修
以
前
の
原
文
の
詞
章
に
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
､
こ
れ
は
､
江
戸
上
演
時
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
｡
但
し
演
博
所
蔵
本
に



限
っ
て
も
､
三
段
目
以
外
に
書
入
れ
の
あ
る
丸
本
は
複
数
あ
り
､
そ
れ
ら
に
対

応
す
る
上
演
が
､
江
戸
か
大
坂
か
地
方
か
の
判
断
は
､
か
な
り
難
し
い
｡
大
坂

の
場
合
､
神
津
武
男
氏
が
指
摘
す
る
如
-
大
坂
の
版
元
達
に
よ
る
寛
政
七
年
刊

『
詐
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
(
長
友
千
代
治
『
班
浄
瑠
璃
本
出
版
の
研
究
』
に

影
印
､
一
九
九
九
年
)
　
に
　
｢
九
重
錦
三
ノ
切
平
太
郎
　
三
十
丁
　
同
四
の
口
弥

正
平
　
十
四
T
｣
が
み
え
る
か
ら
に
は
､
大
坂
で
も
こ
の
曲
が
忘
れ
ら
れ
て
い

た
訳
で
は
な
い
が
､
少
な
-
と
も
人
気
曲
と
は
い
え
な
か
っ
た
｡
そ
の
状
況
が
､

文
政
期
､
記
録
上
で
は
文
政
四
　
(
一
八
二
一
)
年
以
後
､
｢
柑
三
間
堂
棟
由
来
｣

の
外
題
で
､
三
段
目
を
中
心
と
す
る
上
演
が
続
け
ざ
ま
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
､
一
変
す
る
｡

本
稿
の
題
目
で
は
､
作
品
名
と
し
て
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
(
｢
祇
園
女
御
九

重
錦
｣
)
　
と
､
現
行
曲
名
を
表
に
出
し
た
｡

O
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
が
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
替
外
題
で
上
演
さ
れ

た
早
い
例
が
明
和
期
に
あ
る
こ
と
｡

○
現
行
曲
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
　
平
太
郎
住
家
よ
り
木
遣
り
音
頭
の
段
｣
は

原
作
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
で
も
中
核
を
な
す
三
段
目
切
に
当
る
が
､
も

と
も
と
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
五
段
構
成
は
緊
密
と
は
い
え
ず
､
中
核

の
三
ノ
切
に
他
の
数
段
を
加
え
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
外
題
で
独
立
さ

せ
た
文
政
期
の
再
編
作
業
に
は
､
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
｡

○
本
拠
地
大
坂
で
約
六
十
年
間
上
演
記
録
の
な
か
っ
た
こ
の
曲
を
､
現
代
ま

で
上
演
頻
度
の
高
い
人
気
曲
に
押
し
上
げ
た
契
機
は
'
文
政
八
　
(
一
八
二

五
)
年
～
十
年
の
豊
竹
巴
太
夫
ら
の
上
演
に
あ
り
､
原
作
三
ノ
切
の
文
章

に
多
少
の
修
訂
を
加
え
た
　
｢
豊
竹
巴
太
夫
　
三
弦
　
竹
滞
弥
七
｣
　
署
名
の

さ
ん
じ
う
さ
ん
げ
ん
だ
う
む
な
ぎ
の
ゆ
ら
い
へ
い
た
ら
う
す
み
か
の
だ
ん

｢
州
三
間
堂
棟
由
来
　
平
太
郎
住
家
段
｣
五
行
稽
古
本
(
所
見
本
は
表
紙

に
　
｢
再
版
｣
､
表
紙
加
島
清
助
､
奥
書
竹
中
清
助
｡
演
博
蔵
｡
以
下
巴
本
)

は
､
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
現
行
上
演
台
本
と
し
て
通
行
し
て
い
る
こ
と
｡

等
が
そ
の
理
由
で
あ
る
｡
巴
本
は
､
原
作
三
ノ
切
切
場
の
文
章
を
多
少
刈
り
込

み
　
(
積
極
的
加
筆
は
な
い
)
拝
情
味
の
ま
さ
る
方
向
に
調
整
し
た
も
の
で
　
(
荏

(
S
)
参
照
)
､
旋
律
の
き
れ
い
な
曲
と
し
て
定
着
し
得
た
の
は
､
こ
の
修
訂
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
｡
な
お
｢
乎
太
郎
住
家
段
｣
に
は
当
然
｢
木
遣
り
音
頭
｣

が
含
ま
れ
る
　
(
以
下
本
稿
で
も
そ
の
扱
い
)
｡
三
ノ
切
の
二
場
面
｢
住
家
｣
と

｢
木
遣
り
｣
を
別
人
に
語
ら
せ
た
り
､
一
人
で
語
る
時
も
段
名
に
　
｢
木
遣
り
音

頭
｣
を
入
れ
た
り
す
る
の
は
､
基
本
的
に
明
治
以
後
､
特
に
昭
和
期
に
目
立
つ

現
象
で
あ
る
｡

文
政
期
に
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
で
　
｢
大
序
よ
り
三
段
目
迄
｣
　
の
準
通
し
を

最
初
に
手
が
け
た
の
は
､
豊
竹
湊
太
夫
ら
で
あ
っ
た
　
(
文
政
四
年
大
坂
御
霊
社

内
)
｡
そ
の
四
年
後
､
初
代
豊
竹
巴
太
夫
は
､
最
晩
年
に
当
る
文
政
八
年
か
ら

十
年
ま
で
に
､
自
ら
が
紋
下
を
勤
め
る
大
坂
､
名
古
屋
､
兵
庫
の
五
興
行
で

｢
平
太
郎
住
家
の
段
｣
を
語
り
､
署
名
入
り
五
行
稽
古
本
を
刊
行
す
る
｡
八
･

九
年
の
三
興
行
で
は
三
段
目
　
(
｢
大
根
欄
｣
｢
平
太
郎
住
家
｣
)
　
の
み
の
上
演
､

十
年
十
一
月
の
大
坂
御
霊
境
内
と
兵
庫
常
芝
居
の
二
興
行
は
､
番
付
に
　
｢
大
序

よ
り
三
段
目
ま
で
｣
と
記
す
準
通
し
上
演
で
あ
っ
た
｡
こ
の
十
一
月
十
九
日
よ

り
の
兵
庫
常
芝
居
上
演
時
朱
入
り
本
が
､
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
丸
本
　
(
玉
水
版
七
行
正
本
　
=
-
?
-
∽
コ
　
に
朱
を
喜
入

｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



れ
た
も
の
で
､
見
返
し
の
署
名
や
印
に
よ
り
､
入
朱
者
は
､
発
端
前
半
の
豊
竹

苫
太
夫
と
序
切
の
口
　
(
鷹
狩
､
季
仲
･
時
澄
退
場
迄
)
　
の
豊
竹
久
太
夫
を
弾
い

た
鶴
沢
竹
松
と
知
ら
れ
る
｡
竹
松
は
翌
文
政
十
一
年
七
月
､
鶴
沢
燕
三
と
改
名

し
､
幕
末
期
三
味
線
の
大
立
者
と
な
る
｡
元
治
元
年
引
退
｡
明
治
二
年
没

(
『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
)
｡
前
記
演
博
丸
本
(
以
下
演
博
丸
本
)
見
返
し
に
は
､

朱
筆
で
　
｢
鶴
沢
竹
松
｣
､
墨
書
で
　
｢
鶴
沢
清
七
門
葉
　
鶴
揮
燕
三
｣
　
の
署
名
が

あ
り
､
引
退
後
の
捺
印
と
思
わ
れ
る
　
｢
網
干
利
｣
　
(
燕
三
の
本
名
網
干
屋
利
右

衛
門
)
　
の
印
記
も
あ
る
｡
六
世
鶴
滞
燕
三
が
誕
生
し
た
二
〇
〇
六
年
に
､
初
代

燕
三
の
二
十
歳
前
後
頃
の
朱
入
り
本
を
手
に
と
っ
た
こ
と
に
､
筆
者
は
い
さ
さ

か
の
感
銘
を
お
ぼ
え
た
｡

文
政
十
年
十
一
月
四
日
初
日
の
大
坂
御
霊
興
行
と
同
十
九
日
初
日
兵
庫
興
行

は
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
に
関
す
る
限
り
'
番
付
上
の
配
役
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
､
後
者
は
前
者
の
引
越
興
行
で
あ
る
が
､
た
だ
二
段
目
の
中
が
､
大
坂
で
は

頼
太
夫
'
兵
庫
で
は
久
太
夫
で
､
演
博
丸
本
書
入
れ
該
当
部
分
が
久
太
夫
で
あ

る
こ
と
か
ら
､
こ
の
書
入
れ
は
兵
庫
上
演
時
の
も
の
と
知
ら
れ
る
｡

こ
の
演
博
丸
本
は
､
文
政
十
(
一
八
二
七
)
年
十
一
月
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣

兵
庫
上
演
時
に
鶴
沢
竹
松
後
の
初
代
鶴
沢
燕
三
が
記
し
た
古
い
朱
入
り
本
(
い

ろ
は
の
朱
)
　
で
あ
る
こ
と
､
番
付
で
は
わ
か
ら
な
い
各
段
太
夫
の
三
味
線
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
､
同
じ
-
番
付
面
か
ら
は
十
分
把
握
で
き
な
い
上
演
段
の
実

態
が
知
ら
れ
る
こ
と
な
ど
､
多
-
の
興
味
深
い
情
報
を
含
有
す
る
｡
本
稿
で
は

そ
の
紹
介
を
行
な
い
つ
つ
､
文
政
期
､
一
七
二
〇
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
　
｢
Ⅲ

三
間
堂
棟
由
来
｣
上
演
史
を
概
観
し
た
い
と
考
え
た
が
､
紙
数
が
尽
き
た
｡
若

五
八

千
の
考
証
を
必
要
と
す
る
演
博
丸
本
の
資
料
紹
介
は
別
稿
　
(
『
演
劇
映
像
』
第

四
八
号
､
二
〇
〇
七
年
三
月
刊
に
掲
載
予
定
)
　
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
｡

八
　
文
政
以
後
､
近
･
現
代

本
稿
三
節
以
下
で
は
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
三
十
三
間
堂
･
熊
野
の
柳
婚

姻
諸
脚
色
部
分
､
即
ち
発
端
､
序
切
'
三
段
目
､
運
行
　
(
四
段
目
冒
頭
)
､
五

段
目
を
　
｢
肘
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
　
と
呼
ん
で
き
た
｡
が

｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
外
題
で
右
の
段
を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
演
じ
た
記
録

は
な
い
｡
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣
と
は
'
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
三
段
目
を
特

に
重
視
し
た
題
名
で
は
あ
る
が
､
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
三
段
目
関
連
の
段
を

上
演
す
る
た
め
の
題
名
､
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
｡

文
政
以
後
の
上
演
に
限
っ
て
も
､
ま
ず
文
久
三
　
(
一
八
六
三
)
年
五
月
､
い

な
り
社
内
東
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
は
､
発
端
か
ら
四
段
目
ま
で
の
全
通
し
で

あ
る
｡
ほ
か
に
､
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
で
　
｢
大
序
よ
り
三
段
目
ま
で
｣
と
記

し
た
準
通
し
上
演
が
､
文
政
に
三
回
　
(
前
述
)
､
天
保
に
一
回
あ
る
｡
四
回
の

準
通
し
の
う
ち
､
天
保
五
年
三
月
名
古
屋
の
興
行
は
､
番
付
で
見
る
限
り
｢
祇

園
女
御
九
重
錦
｣
発
端
か
ら
三
段
目
ま
で
の
ほ
ぼ
ま
と
も
な
準
通
し
で
あ
る
が
､

他
の
三
回
は
二
段
目
の
実
態
に
問
題
が
あ
る
　
(
別
稿
参
照
)
0

と
も
あ
れ
　
｢
州
三
間
堂
棟
由
来
｣
な
い
し
　
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
初
段
か
ら

始
ま
る
上
演
は
､
文
久
三
年
の
全
通
し
が
､
一
ま
ず
最
後
と
な
り
､
明
治
以
後

は
三
段
目
三
場
の
み
の
上
演
が
､
圧
倒
的
に
多
-
な
る
｡
そ
の
三
段
目
も
カ
ッ



ト
､
縮
小
が
加
速
度
的
に
進
み
､
昭
和
二
十
年
代
～
三
十
年
代
に
は
　
｢
平
太
郎

(S)

住
家
｣
　
(
二
場
)
　
の
み
を
､
四
十
二
分
前
後
､
本
来
の
上
演
時
間
の
半
分
以
下

で
演
ず
る
有
様
と
な
っ
た
｡
筆
者
が
最
初
に
本
曲
を
観
た
昭
和
三
十
年
七
月
､

東
京
新
橋
演
舞
場
因
会
公
演
､
吉
田
文
五
郎
最
後
の
お
柳
の
時
も
､
こ
の
形
で

あ
っ
た
｡
｢
平
太
郎
住
家
｣
　
の
端
場
が
カ
ッ
ト
さ
れ
､
切
場
の
お
柳
の
-
ど
さ

か
ら
始
ま
り
､
和
田
四
郎
の
件
り
も
カ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
､
前
生
の
柳
と
の
契

り
の
話
も
､
白
川
の
法
皇
の
髄
牒
講
も
､
全
-
､
あ
る
い
は
漠
然
と
し
か
､
伝

わ
ら
ず
､
葛
の
葉
を
草
木
に
し
た
子
別
れ
劇
と
い
う
だ
け
の
も
の
と
な
っ
た
｡

(S)

現
在
で
は
こ
れ
に
､
文
章
を
縮
小
改
悪
し
た
端
場
を
添
え
て
五
十
五
分
前
後
で

演
ず
る
形
が
一
般
的
で
､
端
場
の
最
初
に
蔵
人
が
出
る
の
で
儲
懐
の
話
は
わ
か

る
が
'
端
場
で
お
柳
が
平
太
郎
に
別
れ
の
盃
を
さ
す
前
に
現
代
風
の
文
句
が
入

り
､
本
来
の
端
場
に
あ
る
柳
と
柳
の
人
界
の
巣
の
有
無
が
削
ら
れ
'
-
ど
き
の

し

や

う

ち

か

ひ

｢
先
キ
の
生
に
て
誓
た
る
契
り
｣
　
の
意
味
が
実
感
で
き
ぬ
ま
ま
で
あ
る
｡
但
し
､

戦
後
も
巴
本
通
り
の
　
｢
平
太
郎
住
家
｣
切
場
も
､
時
折
上
演
さ
れ
､
こ
れ
に
ま

と
も
な
端
場
を
付
け
た
7
時
間
半
強
の
正
式
上
演
も
､
昭
和
四
十
年
代
以
後
､

CS)

東
京
で
二
回
､
大
阪
で
一
応
三
回
行
な
わ
れ
て
い
る
｡

昭
和
四
十
七
　
(
1
九
七
二
)
年
､
｢
高
校
生
の
た
め
の
文
楽
教
室
｣
な
ど
で
､

｢
平
太
郎
住
家
｣
省
略
型
五
十
四
分
に
､
｢
発
端
｣
と
　
｢
鷹
狩
｣
を
短
縮
し
て
復

活
し
､
計
一
時
間
四
十
分
程
度
と
し
た
上
演
が
行
な
わ
れ
､
以
後
度
々
演
じ
ら

れ
て
い
る
｡
台
本
に
問
題
が
あ
る
が
､
と
も
か
-
発
端
､
序
切
の
復
活
は
百
十

年
ぶ
り
で
あ
る
｡

｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
が
'
現
代
の
文
楽
で
､
単
に
太
夫
の
喉
と
三
味
線
の

手
を
聴
か
せ
､
女
形
人
形
の
型
を
見
せ
る
以
上
に
､
主
題
と
構
想
を
具
え
た
劇

と
し
て
認
知
さ
れ
る
た
め
に
は
､
発
端
'
序
切
　
(
鷹
狩
｡
新
宮
は
不
要
)
､
三

ノ
切
｢
平
太
郎
住
家
｣
端
場
･
切
場
の
四
段
四
場
の
一
ま
と
ま
り
が
､
あ
る
べ

き
形
で
演
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
｡
た
と
え
ば
復
活
さ
れ
た
二
場
(
特
に
発
端
)

の
台
本
は
か
な
り
粗
い
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
で
も
な
か
ろ
う
が
､
復
活
二

場
は
､
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
文
楽
教
室
な
い
し
地
方
公
演
専
用
で
､
本
公
演

で
は
演
じ
ら
れ
て
い
な
い
｡
そ
の
文
楽
教
室
で
も
､
一
九
九
六
年
大
阪
で
は
､

｢
発
端
｣
を
省
き
　
｢
鷹
狩
｣
　
の
み
を
　
｢
平
太
郎
住
家
｣
　
に
添
え
て
い
る
｡
復
活

さ
れ
た
　
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
　
の
構
想
を
語
る
部
分

は
､
再
び
忘
却
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
｡

｢
平
太
郎
住
家
｣
　
の
お
柳
と
の
必
然
的
関
わ
り
の
薄
い
和
田
四
郎
の
件
り
を

削
っ
た
　
(
そ
れ
以
外
に
改
変
は
な
い
)
省
略
型
の
切
場
台
本
は
､
正
式
型
　
(
一

時
間
半
)
　
の
上
演
が
､
十
五
年
に
一
度
位
は
行
な
わ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も
と

で
､
そ
れ
な
り
に
存
在
理
由
が
認
め
ら
れ
る
が
､
そ
の
場
合
も
端
場
に
関
し
て

は
､
正
式
型
の
端
場
か
ら
和
田
四
郎
の
件
り
の
み
を
抜
い
た
新
た
な
台
本
整
備

を
行
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
　
の
三
段
目
を
中
心
と
す
る
構
想
の
典
拠
論
等
と
､

｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
　
の
上
演
史
と
は
､
別
筒
の
課
題
で
あ
る
と
の
見
方
も
あ

ろ
う
｡
が
筆
者
に
と
っ
て
宝
暦
十
年
豊
竹
座
初
演
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
が
作

品
研
究
の
対
象
と
な
り
得
た
の
は
､
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
｢
州
三
間
堂
棟
由
来

平
太
郎
住
家
の
段
｣
　
の
正
式
型
と
略
式
型
の
上
演
が
､
現
実
に
存
在
す
る
が
故

｢
升
三
間
堂
棟
由
来
｣
(
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
)
の
構
想
と
文
政
期
以
後
の
上
演



で
あ
る
｡
戯
曲
自
体
が
高
度
な
古
典
劇
と
し
て
論
究
さ
る
べ
き
浄
瑠
璃
作
品
の

場
合
と
は
､
自
ら
位
置
､
､
つ
け
が
異
な
る
と
考
え
る
｡

注

(
-
)
　
『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
平
成
二
年
七
月
と
『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』

三
1
1
'
平
成
二
年
･
五
.
引
用
は
前
者
｡

(
-
)
　
水
原
一
編
『
伝
承
の
古
層
』
平
成
三
年
と
､
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
八
『
日
本
文
化
と

(　　　　　　(　　　　　　(　　　　　　(　　　　　　(

7　t>　5　4　3
)　　　　　　)　　　　　　)　　　　　　)　　　　　　)

宗
教
-
宗
教
と
世
俗
化
1
』
平
成
八
年
｡

『
-
ち
-
ま
の
』
九
六
､
平
成
六
年
｡

『
梅
花
日
文
論
叢
』
三
､
平
成
七
年
｡

『
国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
一
､
昭
和
四
九
年
｡

『
演
劇
研
究
』
一
六
､
平
成
五
年
｡
黒
石
氏
は
宝
暦
後
年
か
ら
明
和
期
を
想
定
｡

『
義
太
夫
年
表
』
近
世
篇
･
明
治
篇
･
大
正
篇
､
『
文
楽
興
行
記
録
　
昭
和
篇
』
｡
な

お
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
四
七
五
　
(
平
成
一
七
年
二
月
文
楽
公
演
時
刊
行
)
　
所
収

｢
｢
州
1
1
1
間
堂
棟
由
来
｣
上
演
年
表
｣
は
四
種
の
義
太
夫
年
表
類
の
記
述
と
近
現
代
の
文

楽
公
演
関
係
資
料
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
本
作
の
簡
潔
な
上
演
年
表
で
あ
る
｡
同
書
に
は

参
考
資
料
l
覧
も
あ
る
O

(
-
)
　
『
軍
記
と
語
り
物
』
四
三
号
掲
載
予
定
｡

(
-
)
　
浄
瑠
璃
本
文
引
用
で
は
文
字
譜
は
省
略
｡

ias

(
S
)
　
引
用
は
す
べ
て
初
版
七
行
九
本
に
よ
る
｡
現
行
本
文
(
後
述
の
巴
本
)
　
で
は
｢
既
に

が

れ

た

か

は

や

な

ぎ

枯
な
ん
此
柳
｡
其
時
キ
お
前
が
一
卜
矢
の
手
柄
｡
鷹
を
助
て
葉
柳
の
｣
と
な
る
｡
本
は

い
ず
れ
も
漬
博
蔵
｡

ォ
)
　
近
世
に
お
け
る
謡
文
化
の
浸
透
度
か
ら
､
こ
の
よ
う
な
理
解
は
可
能
と
思
わ
れ
る
｡

(
2
)
　
出
羽
座
系
の
本
で
は
報
恩
の
ほ
か
に
｢
又
は
そ
う
も
-
L
や
う
ぶ
っ
の
ゑ
ん
の
む
す

は
ん
た
の
み
に
て
｣
(
洛
東
本
)
と
真
宗
の
聖
者
平
太
郎
と
の
縁
も
加
え
ら
れ
る
｡

や
う
り
う
く
は
ん
ぜ
を
ん
か
り

(
3
)
　
｢
祇
園
女
御
九
重
錦
｣
五
段
目
で
熊
野
権
現
の
夢
告
に
｢
柳
は
揚
柳
観
世
音
仮
に
｡

け

げ

ん

か

た

ち

化
現
の
像
｣
と
古
浄
瑠
璃
を
引
継
ぐ
が
､
十
九
世
紀
｢
冊
三
間
堂
棟
由
来
｣
上
演
で
五

六
〇

段
目
が
削
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
｡

(
3
)
　
二
〇
〇
四
年
講
談
社
'
初
版
は
一
九
六
九
年
淡
交
新
社
｡

(
B
)
　
『
中
国
俗
文
学
研
究
』
　
l
二
､
1
九
九
四
年
｡

(
S
)
　
『
神
戸
外
大
論
叢
』
一
二
-
三
､
昭
和
≡
ハ
年
八
月
及
び
1
五
･
J
l
'
三
九
年
八
月
o

(
S
)
　
『
豊
竹
座
浄
瑠
璃
集
』
(
三
)
解
題
｡

(
3
)
　
桃
は
｢
も
と
仙
家
の
種
｣
即
ち
か
ぐ
や
姫
型
で
あ
る
が
､
下
界
に
植
え
ら
れ
て
か
ら

後
の
段
階
は
､
柳
と
一
致
し
て
い
る
｡

な
か
む
ら
あ
け
い
お
し
や
う

(
2
)
　
『
穴
意
探
』
(
あ
な
さ
ぐ
り
､
明
和
七
年
)
に
｢
中
邑
阿
契
和
尚
は
は
ま
れ
あ
る
事
人

p

よ

ん

-

 

'

蝣

'

-

-

I

-

'

2

､

ゝ

･

T

ヽ

入

･

の
知
る
所
信
長
記
に
て
紫
衣
を
ゆ
る
さ
れ
愛
護
の
道
行
に
て
官
位
に
す
～
む
｣
(
国
会

図
書
館
所
蔵
本
)
0

(
ァ
)
　
こ
の
方
面
の
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
御
教
示
を
願
う
｡

(
a
)
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
文
化
交
流
』
二
〇
〇
三
年
五
月
､

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
(
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
･
会
津
八
1
記
念
博
物
館
･
文
学
研
究
科

主
催
､
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
｢
ア
ジ
ア
地
域
文
化
に
関
す
る
共
同
研
究
｣
)

で
の
張
氏
の
発
表
は
､
二
〇
〇
二
年
十
二
月
二
十
一
日
｡

『
戴
恩
記
　
折
た
-
柴
の
記
　
蘭
東
事
始
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
)
､
文
中
の
正
直

は
小
姓
｡

s
c
｡
'
S
　
上
演
時
間
は
高
木
浩
志
調
『
文
楽
興
行
記
録
　
昭
和
篇
』
(
昭
和
五
五
年
五
月
)
と

『
国
立
劇
場
三
〇
年
の
公
演
記
録
　
文
楽
篇
』
(
平
成
九
年
三
月
)
に
記
載
の
あ
る
も
の

の
は
ぼ
平
均
時
間
を
記
し
た
｡

昭
和
三
二
年
1
　
1
月
四
ツ
橋
文
楽
座
｢
j
f
l
二
間
堂
棟
由
来
｣
で
は
｢
従
来
よ
り
こ
の

名
曲
を
解
り
や
す
-
｣
と
称
し
て
｢
鷺
谷
樗
風
補
訂
｣
即
ち
改
意
が
行
な
わ
れ
た
｡
切

場
は
す
ぐ
元
へ
戻
っ
た
が
､
端
場
は
現
行
省
略
型
が
こ
の
時
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ら

し
い
｡

大
阪
で
｢
1
応
｣
と
記
す
の
は
､
端
場
が
省
略
型
で
あ
っ
た
り
､
切
場
に
一
部
カ
ッ

ト
が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
で
あ
る
｡


